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明
治

・
大
正
期
に
お
け
る
宇
部
炭

の
市
場
と
販
路
開
拓

三

浦

壮

は
じ
め
に

表
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
稿
は
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
宇
部
炭

の

市
場
と
販
路

の
開
拓
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
像
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
宇
部
地
域
の
石
炭
鉱
業
に

つ
い
て
研
究
を
行

っ
て
き
た
が
、
そ

の
中
で
得
ら
れ
た
結
論
の
ひ
と

つ
は
、
宇
部
の
諸
炭
鉱
は
地
元
資
本
で
構
成
さ
れ
高

配
当
を
行

っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
石
炭
鉱
業
に
よ
る
地
域
内

へ
の
資
金
蓄
積
が
順
調
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ

う
な
現
象
を
市
場
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
、
本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題

で
あ
る
。

石
炭
市
場
に
関
す
る
研
究
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
研
究

者
に
よ

っ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
大
炭
田
を
中
心
と
し
た
論
考
で

あ
り
、
他
炭
田
の
市
場
動
向
や
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
ら
れ

て
は
い
る
が
具
体
像
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

の
点
、
宇
部
も
例
外
で
は
な
い
。
荻

野
喜
弘

二

九
二
〇
年
代

の
宇
部
炭
鉱
業
」
(『
宇
部
地
方
史
研
究
』
第

一
一
号
、

一
九

八
三
年
)
は
石
炭
鉱
業
連
合
会
と
の
関
連
か
ら
宇
部
と

い
う
個
別
産
炭
地
の
送
炭
制

限
に
対
す
る
対
応
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
生
産

の
側
面
に

力
点
が
お
か
れ
た
研
究
で
あ
り
、
市
場
開
拓
や
石
炭
販
売
に
関
し
て
は
充
分
な
検
討

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中

で
、
長
廣
利
崇

「戦
間
期
沖
ノ
山
炭
鉱

の
発
展
」

(『大
阪
大
学
経

済
学
』
第
五
二
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
)
は
宇
部
炭
の
市
場
動
向

・
販
路
開
拓
を

視
野
に
お
さ
め
つ
つ
、
宇
部
炭
田
の
代
表
的
な
炭
鉱
で
あ
る
沖
ノ
山
炭
鉱
が
大
手
炭

鉱
企
業
に
比
べ
成
長
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
、
興
味
深
い
研
究
で
あ
る
。
宇
部

地
域
に
お
け
る
石
炭
鉱
業
の
順
調
な
発
展
と
市
場
を
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
視
点
は

魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
長
廣
論
文
に
お
け
る
市
場
に
関
す
る
検
討
は
社
史
や
伝

記
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
具
体
的
な
様
相
は
分
明
で
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
本
稿

で
は
従
来
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
こ
な
か

っ
た
宇
部
炭

の
市
場
と
販
路
の
開
拓
に

つ
い
て
、
①
宇
部
炭
の
特
性
、
②

炭
況
、
③
宇
部
鉱
業
組
合
と
指
定
問
屋
に
よ
る
市
場

・
流
通
の
組
織
化
、
と
い
う
観

点
か
ら
み
て
い
き
、
宇
部
側
の
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
今

一
度
掘
り
下
げ
、
全
体
像

一
51一



を
明
ら
か
に
し
た
い
。
資
料
に
関
し
て
は

『
宇
部
産
業
史
』
の
中
で

「戦
災
に
よ
る

資
料
古
記
録
の
焼
失
散
侠
は
豫
想
外
に
甚
だ
し
く
…
鉱
業
組
合
資
料
は
遂
に
獲
見
さ

れ
な
か

っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
宇
部
時
報
』
や
三
井
物
産
の
市
場
調
査
な
ど
を

援
用
し

つ
つ
可
能
な
限
り
宇
部
炭
販
売
の
実
態

に
迫
る
こ
と
と
し
、

一
次
資
料
に
基

づ
く
宇
部
鉱
業
組
合
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
す
る
。

宇
部
炭
は
通
称
元
山

(本
山
)
炭
と
呼
ば
れ
、
大
き
く
分
け
て
五
段
炭
、

一
重
炭
、

大
派
炭
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
五
段
炭
と

一
重
炭
は
炭
質
が
似
て
お
り
、
大
派
炭

よ
り
や
や
カ
ロ
リ
ー
が
高

い
も
の
で
あ
る
。
宇
部
炭

の
性
質
に
つ
い
て
は
、
①
火
付

き
が
よ
く
焚
き
や
す
い
こ
と
、
②
煤
煙
が
希
薄

で
臭
気
が
な
い
白
煙
炭
で
あ
る
こ
と
、

③
火
力
が
強
烈
で
あ
る
こ
と
、
④
灰
分
が
少
な
く
粘
結
性
が
な

い
こ
と
、
⑤
価
格
が

低
廉
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
筑
豊

の
石
炭
と
異
な
り
カ

ロ
リ
ー
は
少

な

い
も
の
の
、
炭
質
を
活
か
し
て
大
派
炭
は
瀬
戸
内
海
向
け
の
塩
田
用
炭
、
五
段
炭

は
阪
神

・
京
浜
地
方
に
対
す
る
家
庭

・
小
口
営
業
用
炭
と
し
て
市
場
を
有
し
て
い
た
。

以
下
で
は
ま
ず
、
宇
部
炭

の
市
場
構
造
に

つ
い
て
、
石
炭
の
品
質
と
地
理
的
条
件

に
よ
る
特
殊
性
と
優
位
性
に
着
目
し
つ
つ
、
数
量
デ
ー
タ
を
併
用
し
な
が
ら
み
て
い

く
。
そ
の
後
、
大
正
年
間

の
市
況
を
み
な
が
ら
、
流
通
と
市
場
開
拓
に

つ
い
て
宇
部

鉱
業
組
合
が
担

っ
た
役
割
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、

「宇
部
炭
の
販
売
活
動
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
解
明
を
行
う
。

宇
部
炭
の
特
性
と
市
場

(
一
)

塩
田
市
場

前
述
の
よ
う
に
、
大
派
炭
は
主
に
塩
田
用
に
販
売
さ
れ
て
い
た
。
大
派
炭
の
特
質

は
均
等
の
熱
度
を
持
続
す
る
こ
と
、
価
格
が
安

い
こ
と
、
焚
料
が
塩
水
濾
過
用
と
し

て
製
塩
を
純
白
佳
良
な
ら
し
む

こ
と
と
さ
れ
る
。

表
1
は
明
治
二
十
八
年
の
東
京
経
済
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
、
釜
別

・
燃
料
別
に
お
い
て
鹹
水

三
石
製

造
に
対
す
る
費
用
を
調
査
し
た
消
費
試
験
表
で
あ

る
。
項

目
3
と

4
の
三
崎

(正
し
く
は
見
崎
)、

雀
田
は
宇
部
炭
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他

の
石
炭
や
燃
料
に
比
べ
多
く
の
量
を
消
費
す
る
も

の
の
、
相
対
的
に
燃
料

コ
ス
ト
が
安

い
こ
と
が
わ

か
る
。
項
目
5
で
は
唐
津
粉
炭
が
使
用
さ
れ
て
い

る
が

「試
験
に
供
せ
し
石
炭
は
唐
津
粉
炭
な
り
し

も
、
若
し
之
を
山

口
縣
雀
田
、
三
崎
産
等
を
用
ひ

な
ば
凡
そ
百
廿
斤
以
下
を
以
て
充
分
な
り
し
と
す
、

及
ち
代
債
八
銭
四
厘
に
當
る
」
と

の
べ
ら
れ
て
お

り
、
唐
津
炭
の
三
分

の

一
以
下
の
コ
ス
ト
で
製
塩

が
可
能
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
製
塩
用
で
は
カ

ロ
リ
ー
が
少
な
い

宇
部
炭
が
向
い
て
い
た
が
、
価
格
の
安
い
下
級
炭

ほ
ど
運
賃

コ
ス
ト
が
経
費

の
大
部
分
で
あ
り
、
消

費
地
に
近
い
方
が
有
利

で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
点

に
お
い
て
も
瀬
戸
内
海

の
塩
田
に
近
い
宇
部
は
有

表1燃 料消費比較表(鹹水 三石製造分)

費用燃料種と量種釜項 目

35銭

21銭6厘

16銭2厘

10銭5厘

27銭

60銭8厘

松葉25把

唐津粉炭120斤
三池、三崎混炭165斤

山 口県雀田産150斤

唐津粉炭90斤

岩城 白水産石炭143斤

松葉焚釜(行 徳)

鉄 釜(行 徳)

石 釜(三 田尻)

第 一号釜(三 田尻)

第 六号釜(行 徳)

農 商務省製塩試験中の釜(川 崎)

1

2

3

4

5

6

出所:『 東京経済雑誌』第793号499頁(明 治28年)。

注)燃 料種は原典表記のまま。

 

利
で
あ

っ
た
。
ま
た
塩

の
品
質
に
お
い
て
も
多
産
炭
よ
り
宇
部
炭
を
用
い
た
方
が
等

差
の
高

い
も
の
が
で
き
た
と
さ
れ
る
。
以
下
は
三
井
物
産
の
石
炭
協
議
会
議
事
録
の

一
部
で
あ
る
。
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塩
田
ノ
様
模
ヲ
述

フ
レ
ハ
堅
田
ノ
豫
算

ハ
六
十
萬
噸
ト
見
居
ル
カ
、
其
内
重

二
十

州
、
本
山
等

ニ
テ
半
数
ヲ
占
メ
其
外
筑
豊
唐
津
ノ
極
ク
下
等
品
凡
ソ
十
四
五
萬
噸

ア
ル

ヘ
シ
、
次

二
平
戸
七
人
萬
噸
、
三
池
凡

ソ
十
萬
噸
ナ
リ
、
九
州
ノ
塩
田

ニ
テ

ハ
熊
本
凡
ソ
三
萬
噸
ア
リ
是

ハ
全
部
三
池
炭

ナ
リ

:
・
專
費
局

二
於
テ
ハ
最

モ
重

キ
ヲ
石
炭

二
置
キ
、
即
チ

生
産
費

ノ
殆
ト
三
分
ノ

一

以
上

ハ
燃
料
ナ
ル
ヲ
以
テ

之
ヲ
安
価

二
買
入
ル

、
コ

ト
・.即

こ
の
よ
う
に
、
専
売
局
に

お
い
て
も
生
産
費
の
三
分
の

一
を
占
め
る
燃
料
と
し
て
石

炭
を
重
視
し
て
お
り
、
炭
質

上
も
地
理
的
条
件
も
恵
ま
れ

て
い
た
宇
部
炭
は
、
明
治
三

十
九
年

の
時
点
で
す
で
に
塩

田
市
場

の
ほ
ぼ
半
数

(約
二

五
～
三
〇
万
ト
ン
)
を
獲
得

し
て
い
た
。
表
2
は
時
代
が

下

っ
て
戦
間
期
に
お
け
る
塩

田
用
炭

の
シ

ェ
ア
で
あ
る
が
、

絶
対
量
と
シ

ェ
ア
双
方
を
大

正
期
に
伸
ば
し
て
お
り
、
塩

(単 位:ト ン,%)表2塩 田用炭の産地とシェア

合計肥前炭、その他三池炭筑豊炭元山炭

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

782,000

712,907

688,624

762,961

801,490

719,631

635,569

735,189

756,282

765,253

689,985

691,347

25

19

24

24

23

22

22

20

19

17

17

19

199,000

138,912

163,055

180,455

187,844

155,355

141,876

150,072

140,360

131,501

117,799

134,269

0

4

5

4

5

4

4

3

5

5

4

5

28,928

35,984

34,205

38,940

29,868

25,457

25,522

39,155

38,887

30,917

31,640

14

25

15

18

13

14

23

29

26

29

33

35

110,000

176,090

101,654

136,809

107,568

104,294

146,669

213,803

200,233

224,107

229,543

238,799

60

52

56

54

58

60

51

47

50

48

45

41

473,000

368,977

387,931

411,492

467,138

430,114

321,567

345,792

376,554

370,758

311,726

286,639

大正14年

15年

昭和2年

3年

4年

5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

出所:『 石炭時報』各号、『宇部炭生産販売概況』。

田
市
場
に
お
け
る
宇
部
炭

の
地
位
は
、
昭
和
期
に
入
る
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
大
正
十
四
年
と
昭
和
十

一
年
を
比
較
す
る
と
、
四
七
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
の
送
出

が
二
八
万
六
六
三
九
ト
ン
に
減
少
し
、
シ

ェ
ア
が
六
割
か
ら
四
割
に
ま
で
低
下
し
て

か
わ
り
に
筑
豊
炭
が
進
出
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
期
に
宇
部
の
粗
悪
炭
の
工
業
用
利

用
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
紙
幅

の
都
合
も

あ

っ
て
本
稿

で
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
別
稿
に
ゆ
ず
る
。

(二
)

家
庭

・
小

口
営
業
用
炭
市
場

つ
づ

い
て
、
家
庭

・
小
口
営
業
用
炭
に

つ
い
て
み
て
い
く
。
家
庭
用
炭
に
適
合
的

な
条
件
と
し
て
は
、
煤
煙
が
少
な
く
、
燃
焼
設
備
か
ら
み
て
も
火
付
き
が
良
好
な
塊

炭
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
火
力
が

一
時
的
に
強

い
よ
り
は
火
持
ち
が
長
く
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宇
部

の
五
段
炭
は
こ
の
条
件
を
満
た
し

て
お
り
、
粘
結
性

の
な
い
こ
と
に
加
え
焚
落
と
な

っ
て
か
ら
も
火
力
が
維
持
さ
れ
木

炭
と
同

一
の
性
能
を
有
し
て
い
た
た
め
、
家
庭

・
小
口
営
業
用
炭
と
し
て
明
治
末
期

か
ら
阪
神
地
方
、
大
正
末
期
に
は
京
浜
地
方
と

い
っ
た
都
市
部
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

大
阪

へ
の
販
売
に
関
し
て
は
宇
部
港
か
ら
の
送
出
の
方
が
、
帆
船
の
運
賃

コ
ス
ト
と

運
送
期
間
が
若
松
港
か
ら
の
も
の
よ
り
安
く
短
か

っ
た
こ
と
も
有
利
に
働

い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
市
場
開
拓
に

つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
時
代
が
昭
和
期

に
入
る
が
表
3
と
表
4
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
で
ど
の
程
度
の
宇
部
炭
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
家
庭
用
炭
に
関
し
て
は
市

場
の
性
格
か
ら
正
確
な
数
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

昭
和
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
阪
で
は
重
工
業
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
い
わ

ゆ
る
工
業
向
け
の
販
売
は
数
量

・
シ

ェ
ア
と
も
小
さ
い
。
基
本
的
に
は
暖
房
用
や
食
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表4東 京府下における山ロ炭の部門別需要

高とシェア(昭 和8年)

(単位:ト ン,%)

山口炭全国需要部門

0.1

0.8

3.5

1.0

2.0

0.2

1.4

11.0

6.8

0.4

2.8

36.6

3.2

7.9

120

5,837

10,288

1,271

1,824

295

4,450

17,779

1,401

8

75

21,130

6,589

22,516

152,801

736,766

292,813

127,394

91,581

134,184

325,001

162,061

20,653

1,874

2,659

57,696

208,449

283,489

交通運輸

動力及燃料

紡織工業

金属工業

機械器具製造

窯業

化学工業

食料品製造

其他工業

製材及木工業

印刷工業

飲食業

各種暖房

雑種業

3.693,8742,597,421

表3大 阪市15区 、堺市岸和田市7郡 における長門炭

需要部門別消費高 とシェア(昭 和10年)

(単位:ト ン,%)

長門

2.3

1.4

0.0

0.0

13.2

2.9

34.7

4.3

0.0

0.0

2.3

28.2

12.7

6.5

計

8,492

6,353

0

0

67,425

11,432

39,189

381

0

0

8,520

102,392

3,530

372,935

450,017

409,163

482,957

510,275

391,203

112,837

8,956

212,069

85,875

375,186

363,102

27,884

247,7143,802,459

出所:松 田三郎 「東京府下に於ける営業用石
炭及コークス需要高調査」(『燃料協會
誌』第百十七號、昭和9年所収)。

注)全 国の内訳は九州炭、北海道炭、山口炭、
常磐無煙炭、常磐有煙炭。

全体需要部門

重工業

窯業

電気業

瓦斯コークス製造業

紡織工業

化学工業

食料品工業

官業

鉄道

内船焚料

製炭業

暖厨房用

雑業

総計

出所:大 阪石炭協会 『大阪府下大阪市十五区堺市岸
和田市七郡石炭需用高統計表』(昭和10年度)。

注)全 体の内訳は九州炭、長門炭、北海道、朝鮮炭、
撫順炭、其他、外国炭。

品
工
業
に
そ
の
多
く
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

工
業
で
は
紡
織

に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

大
阪
か
ら
み
る
と
、
数
量
と
し
て
は
総
数
量
二
四
万
七
七

一
四
ト
ン
で
、
暖
厨
房
用

一
〇
万
二
三
九
二
ト

ン
、
紡
織
工
業
六
万
七
四
二
五
ト
ン
、
食
料
品
三
万
九

一
八
九

ト
ン
、
化
学
工
業

一
万

一
四
三

二
ト

ン
の
順
番
で
あ
る
。
シ

ェ
ア
で
は
総
計
で
は

六

・
五
%
で
あ
る
が
、
食
料
品
の
三
四

・
七
%
を
は
じ
め
、
暖
厨
房
用
二
人

・
二
%
、

紡
織
の

=
二
・
二
%
、
雑
業

の

一
二

・
七
%
と
な

っ
て
い
る
。
東
京
で
は
、
総
数
量

九
万
三
八
七
四
ト
ン
で
、
雑
種
業

(浴
場
、
旅
館
)
二
万
二
五

一
六
ト
ン
、
飲
食
業

(蕎
麦
、
食
堂
、
カ
フ
ェ
、
西
洋
料
理
)
二
万

一
=
二
〇
ト
ン
、
食
料
品
製
造

(製
菓
、

惣
菜
、
豆
腐
、
漬
物
佃
煮
、
製
糖
製
蜜
)

一
万
七
七
七
九
ト
ン
、
紡
織
工
業

一
万
二

八
八
ト

ン
の
順
番
で
あ
り
、
シ

ェ
ア
を
み
る
と
総
計
は
三

・
六
%
に
す
ぎ
な

い
が
、

飲
食
業
三
六

・
六
%
、
食
料
品
製
造

=

%
、
雑
種
業
七

・
九
%
と
続
い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
市
場
の
状
況
は
価
格
の
評
価
に
も
好
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
、
沖

ノ
山
炭
鉱
の
俵
田
明
は

「襲
熱
量

の
鮎
だ
け
か
ら
申
し
ま
す
と
五
段
炭
と
同
様
な
も

の
が
他
で
は
皆
昭
和
石
炭
會
社

の
規
格
で
10
格
以
下
に
な

っ
て
居
り
ま
す
が
宇
部
炭

の
み
は
之
を
1
格
と
し
て
取
扱
は
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
斯
く
の
如
く
實
力

以
上
の
債
格
を
維
持
出
來
る
事
は
そ
の
特
性
に
依
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述

べ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
宇
部
炭

は
、
石
炭
市
場
全
体

の
割
合
か
ら
す
れ
ば
小
さ
い
も
の
の
、

そ
の
特
殊
性
か
ら
、
い
く

つ
か
に
細
分
化
さ
れ
た
特
定
の
市
場
に
お
い
て
大
き
く
浸

透

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
需
要
が
夏
季
に
上
が
り
冬
季
に
下
が
る
塩
田
用
炭

と
、
そ
の
逆

の
傾
向
を
示
す
家
庭
用
炭
を
商
品
と
し
て
持

つ
こ
と
で
総
体
と
し
て
安

定
し
た
経
営
を
宇
部
の
諸
炭
鉱
は
行
い
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二

宇
部
炭
田
の
市
況
と
宇
部
炭
の
販
売
活
動

(
一
)

明
治
期

つ
ぎ
に
、
宇
部
炭
販
売
の
実
際
を
明
治
後
期
か
ら
大
正
年
間
を
通
し
て
み
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

宇
部
石
炭
鉱
業
は
明
治
二
〇
年
代
、
宇
部
共
同
義
会
と
呼
ば
れ
る
宇
部

の
地
元
地

権
者

(特
に
旧
領
主
福
原
家
の
家
臣
で
あ
る
豊
か
な
地
主
層
)
が
中
心
と
な
り
、
村

民
の
多
く
が
株
主
と
な

っ
て
組
織
さ
れ
た
鉱
区
管

理
団
体
に
お
い
て

一
括
管
理
さ
れ

て
い
た
。
そ
し
て
共
同
義
会
か
ら
許
可
を
得
た
炭
鉱
業
者
の
み
が
、
宇
部
村
内
で
の

稼
業
に
従
事
し
た
。
共
同

義
会
は
鉱
区
の
管
理
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
統
制
下
の

炭
鉱
か
ら
徴
収
し
た
振
別
金
を
地
域

の
公
共
事
業

に
ふ
り
む
け
る
な
ど
公
益
的
な
性

格
を
持

つ
団
体
で
も
あ
り
、
ま
た
炭
鉱
に
機
械
を
貸
し
付
け
る
会
社

の
設
立
を
認
可

し
た
り
、
鉱
業
者
に
資
金
を
融
通
す
る
な
ど
、
生
産
面
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を

(
14
)

(
51

)

果
た
し
た
。
し
か
し

「鉱
業
ト
土
地
所
有
ト
ノ
分
界
ヲ
明
力
」
に
す
る
鉱
業
条
例
が

施
行
さ
れ
た
明
治
二
十
五
年
六
月
以
降
、
鉱
業
権
者
の
権
利
が
強
化
さ
れ
、
共
同
義

会
の
統
制
は
急
速
に
で
は
な
い
も
の
の
徐

々
に
弱
ま

っ
て
い
き
、
単
年
度
採
炭

で
採

掘
を
終
了
す
る
炭
鉱
か
ら
継
年
採
炭
を
行
う
炭
鉱

が
あ
ら
わ
れ
資
本
的
発
展
が
進
ん

で
い
っ
た
。

統
制
が
緩
ん
だ
日
清
戦
後
、
各
炭
鉱
は
乱
掘

を
行

い
価
格

の
引
下
、
薄
利
多
売
、

稼
動
者
争
奪

の
弊
害
が
あ
ら
わ
れ
各
炭
鉱
は
経
営
上
も
販
売
上
も
新
た
な
統
制
機
関

の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
炭
価

の
協
定
、
労
働
条
件
お
よ
び
賃
金
の
申

し
合
わ
せ
、
主
要
材
料
購
入
の
統

一
を
目
的
と
し

て
明
治
三
十
年

一
月
に
宇
部
鉱
業

組
合

(以
下
、
基
本
的
に
鉱
業
組
合
と
し
、
必
要
に
応
じ
宇
部
鉱
業
組
合
と
表
記
す

る
)
が
設
立
さ
れ
た
。
鉱
業
組
合
は
棟
梁
会
議
、

買
入
会
議
、
販
売
会
議
な
ど
を
随

時
に
開
催
し
、
価
格
条
件
を
決
定
し
、
各
炭
鉱
は
こ
の
統
制
下
に
稼
業
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
会
議
に
お
い
て
ま
と
ま
ら
な

い
場
合

は
更
に
鉱
主
会
議
を
開
く
こ
と
と

な

っ
た
。
構
成
員
は
宇
部
で
稼
業
す
る
各
炭
鉱
の
事
務
員
で
あ
り
、
事
務
所
に
は
各

鉱
主
が
交
代
で
出
勤
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
当
初
は
会
合

の
度
に
各
炭
鉱
が
経
費
を

支
出
す
る
制
度
で
あ

っ
た
が
、
後
に
は
毎
年
予
算
と
決
算
を
は
か
り
、
そ
の
費
用
は

各
炭
鉱
に
割
り
当
て
る
こ
と
と
な

っ
た
。

宇
部
共
同
義
会
か
ら
宇
部
鉱
業
組
合

へ
の
移
行
は
、
土
地
所
有
者
を
基
盤
と
す
る

統
制
機
関
か
ら
、
炭
鉱
業
者
を
中
心
と
す
る
統
制
機
関

へ
の
変
化
と
い
う
点
に
お
い

て
峻
別
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

鉱
業
組
合
は
、
明
治
四
十
年
か
ら
組
合
名
義
に
よ
り
需
要
地
に
出
張
所
と
指
定
問

屋
を
設
置
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
石
炭
販
売
は
、
炭
鉱
が
石
炭
を
船
主
に
売
り
船
主
が

石
炭
を
買
い
積
み
し
て
販
売
に
従
事
し
て
お
り
、
船
積
さ
れ
た
石
炭
は
船
主
が
石
炭

に

「二
本
松
」
や

「尾
上
」
な
ど
勝
手
に
名
前
を

つ
け
て
問
屋
に
販
売
し
て
い
た
と
い

う
。
結
果
運
賃
と
価
格

の
統
制
が
な
く
石
炭
が
各
地
の
石
炭
商
に
届
く
ま

で
に
は
、

船
主
と
石
炭
問
屋
の
中
間
利
得
が
多
額
に
の
ぼ

っ
て
い
た
。
こ
れ
を
管
理

・
統
制
す

べ
く
、
鉱
業
組
合
は
従
来
よ
り
取
引

の
あ

っ
た
石
炭
問
屋
を
含
め
指
定
問
屋
を
設
置

し
、
石
炭
販
売
の
組
織
化
を
は
か

っ
た

の
で
あ
る
。

表
5
に
お
い
て
明
治
四
十

一
年
当
時

の
指
定
問
屋
を
確
認
す
れ
ば
、
香
川
県
に

一

一
件
、
大
阪
市
に
五
件
、
神
戸
市
に
四
件
、
和
歌
山
県
に

一
件
と
な

っ
て
い
る
。
香

川
県
で
は
各
地
の
石
炭
商
会
を
通
じ
て
個
別
の
石
炭
問
屋
と
取
引
を
結
ん
で
い
る
。

高
松
、
坂
出
な
ど
塩
田
市
場
に
む
け
て
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
大
阪
、
神
戸
、
和
歌
山

で
は
直
接
に
個
別
の
問
屋
と
取
引
を
結
ん
で
い
る
が
、
大
阪
は
阿
知
須
、
岐
波
、
藤

山
の
船
主
に
よ
る
船
舶
同
盟
会
と
取
引
が
あ

っ
た
石
炭
問
屋
に
鉱
業
組
合
が
交
渉
し

た
も
の
で
あ

っ
た
。
以
下
、
当
時
の
神
戸
に
お
け
る
宇
部
炭
販
売
に

つ
い
て
の
史
料
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表5宇 部鉱業組合指定問屋(明 治41年2月15日 現 在)

名前所在地

和田重吉

辻茂

島中兵吉

住吉仙太郎

高松石炭商会高松

尾藤久太郎

田中與兵衛

平尾弥三郎

西讃石炭商会丸亀

大橋武介
須崎庄五郎

坂出石炭株式会社坂出

津谷與吉宇多津石炭合資会社宇多津

浜崎嘉次平林田商会林田

香川県

加藤佐兵衛

西尾小五郎

中村重三郎

白藤丈太郎

山川庸之助

大阪市

河村米吉

奥野元吉
西元安太郎

萬俵兵太郎

神戸市

北村治郎吉和歌山

出所:『 宇部鉱業組合指定問屋他』(磯 部家文書17-31、 宇部

市立図書館付設郷土資料館所蔵)。

 

を
掲
げ
る
。

神
戸

二
入
ル
炭

ハ
勿
論
大
部
分
ガ
筑
豊
炭
デ

次

ニ
ハ
元
山
、
三
池
炭
ト
云
フ
順
番

デ
ア
リ

マ
ス

:
・
壼

ヶ
年
神
戸

二
入
ツ
テ
來

テ
神
戸
及
附
近

二
費
捌
ク
高
ガ
約
参

拾
萬
噸
デ
ア
ル
、
其
内
元
山
参
萬
噸
、
三
池
ガ
壼
萬
五
千
噸
ト
云
フ
割
合
デ
ア
リ

マ
ス

・
:

ソ
レ
カ
ラ
筑
豊
炭

ノ
外

二
元
山
炭
ガ
勢
力
ガ
ア
ル
、
是

ハ
重

二
極
ク
小

サ
イ
精
米
所
、
精
製
所
、
鐵
工
所
デ
使
ツ
テ
居
ル
、
此
元
山
炭

ハ
萱

ヶ
年

二
参
萬

噸
デ

ア
リ

マ
ス
、

一
昨
年
迄

ハ
勝
手

二
買
積

シ
タ
船
頭
ガ

一
般
問
屋
ヲ
経
テ
費
ツ

テ
居
ル
ノ
ダ
ガ
昨
年
坑
主
ト
買
積
ノ
船
頭
ト
相
談
シ
テ

一
定
ノ
債
格

ヲ
保
ツ
為
メ

神
戸
デ
四
軒

ノ
指
定
問
屋
ヲ
持

ヘ
タ
、
萬
俵
兵
太
郎
、
川
村
米
吉
、
奥
野
元
吉
、

西
元
保
太
郎
此
四
人
デ
ア
ル
、
総
テ
神
戸

二
入
ツ
テ
來
ル
元
山
炭

ハ
ド
ウ
シ
テ
モ

此
ノ
四
人
ノ
手
ヲ
経
ナ
ケ
レ
バ
小
費
並

二
消
費
者

ノ
手

二
渡
サ
ヌ
事

二
成
ツ
タ
月

二
由豆
回
位
元
山
ノ
坑
主
カ
ラ
差
値
ガ
來
ル
、
問
屋
ノ
方
デ

ハ
其
差
値

二
士豆
萬
斤

二

就
テ
壼
圓
五
拾
銭
乃
至
武
圓
迄
ノ
ロ
銭
ヲ
掛
ケ
テ
小
費
商
又

ハ
需
要
者

二
責
ツ
テ

居
ル
、
元
山
ヲ
買
積

シ
タ
船
頭

ハ
四
軒
ノ
手
二
依
ラ
ナ
ケ
レ
バ
直
接
小
費
者
又

ハ

消
費
者

二
費
レ
ナ
イ
ト
云
フ
事

ニ
シ
テ
ヤ
ツ
テ
居
ル
、
ソ
レ
カ
ラ
神
戸
デ
安
物
ヲ

使
フ
所

ハ
必
ズ
元
山
ヲ
使
フ
筑
豊
炭
ノ
安
物

ハ
殆
ド
費
レ
ナ
イ
、
筑
豊
炭
ト
云

ヘ

バ
必
ズ
筑
豊
炭

一
等
炭
若
ク
バ
二
等
炭
デ
其

レ
以
下
ノ
モ
ノ
ハ
費
レ
ナ
イ
、
以
下

ノ
モ
ノ
デ

ア
レ
バ
ド
ウ
シ
テ
モ
元
山
炭
ト
競
争

シ
テ
元
山
炭
ト
同
値
位

二
迄
下
ゲ

ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
:
・

こ
の
よ
う
に
、
宇
部
炭
は
神
戸
に
お
い
て
規
模
は
小
さ

い
も
の
の
筑
豊
炭
に

つ
ぐ

地
位
を
し
め
た
。
そ
の
売
却
先
は
在
来
の
小
さ
な
工
業
者
で
あ
り
、
特
に
下
級
炭
市

場
に
お
い
て
筑
豊
炭
を
し
の
ぐ
強
み
を
発
揮
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
石
炭

は
指
定
問
屋
を
経
な
け
れ
ば
小
売
に
渡
さ
れ
ず
、
炭
鉱
業
者

で
組
織
さ
れ
た
鉱
業
組

合
が
価
格
設
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
大
正
期

に
は
、
こ
れ
を
補
完
す
る
た
め
に
組
合
規
則
を

つ
く
り
、
不
正
に
積
込
み
販
売
を

行

っ
た
船
主
に
は
石
炭
積
込
の
停
止
を
命
じ
た
り
も
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
鉱

業
組
合
に
よ
る
販
売
価
格

の
統

一
や
統
制
、
買
積
か
ら
運
賃
積

へ
の
転
換
、
中
間
利

得

の
除
去
は
宇
部
炭
販
売
の
重
要
な
転
機
と
い
え
る
。

そ
こ
で
次
節
以
降
で
は
、
そ
の
後
に
お
い
て
鉱
業
組
合
が
掌
握
し
た
流
通

ル
ー
ト

が
ど
の
よ
う
な
運
用
を
さ
れ
て
き
た

の
か
、
大
正
年
間
を
中
心
に
当
時
の
市
況
も
交

え
な
が
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

考
察
に
入
る
前
に
、
当
該
期
間
に
お
け
る
宇
部
地
域
で
稼
業
し
て
い
た
諸
炭
鉱
の

出
炭
高
と
坑
数
、
石
炭
価
格
の
推
移
を
確
認
し
、
根
底
の
道
筋
を
得
る
こ
と
に
し
よ

一56一
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。ま
ず
表
6
に
お
い
て
大
正
年
間
の
全
体
的
な

出
炭
高
を
み
る
と
、
大
正
三
年
は
六

〇
万
ト
ン
の
出
炭
で
あ
る
が
、
翌
四
年
に
は
東

見
初
炭
鉱
が
水
没
事
故
の
た
め
出
炭

高
を
減
ら
し
、
陸
上
炭
鉱
の
数
が
減

っ
た
こ
と
も
加
わ

っ
て
四
二
万
四
三
七
〇
ト
ン

と
前
年
比
で
約

一
八
万
ト
ン
の
減
少
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

は
大
戦

ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ

っ
て
毎
年
ほ
ぼ

二
〇
万
ト

ン
増
の
べ
ー
ス
で
大
幅
に
出
炭
を
伸

ば
し
、
大
正
八
年
に
は

一
三
〇
万
ト
ン
を
超
え

て
い
る
。
戦
後
恐
慌
の
影
響
か
ら
次

年
度
以
降
は
や
や
落
ち
込
む
が
、
大
正
十
三
年
に
は

一
六
〇
万
ト
ン
を
突
破
し
て
い

る
。
そ
し
て
炭
鉱
数
の
減
少
か
ら
大
正
十
四
年
に
約

一
四
四
万
ト
ン
に
落
ち
込
ん
だ

後
、
毎
年
ほ
ぼ

一
五
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
出
炭
を
行

っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
内
訳
を
み
る
と
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
陸
上
に
鉱
区
を
持

つ
中
小
規
模

の
炭
鉱

の
数
が
減
少
し
、
海
底
に
鉱
区
を
持

つ
沖

ノ
山
系
列

(渡
辺
祐
策
、
高
良
宗

七
、
庄
晋
太
郎
)
と
東
見
初
系
列

(藤
本
閑
作
)、
鈴
木
商
店
が
経
営
し
後
に
大
倉
鉱

業
に
譲
渡
さ
れ
る
沖
見
初
炭
鉱
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
順
調
な
出

炭
の
増
加
は
基
本
的
に
は
以
上

の
三
系
列
が
経
営
す
る
海
底
炭
鉱
に
よ

っ
て
支
え
ら

れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
徐

々
に
大
規
模
炭
鉱
と
中
小
規
模

の
炭
鉱
と
の
差
が
開

い
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
差
が
特
に
顕
著
と
な
る
の
は
大
戦
期
を
経
過
し
て
大
正
末

年
に
さ
し
か
か
っ
て
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
様

々
な
規
模
の
炭
鉱
が
群
集
し

て
採
炭
を
行

っ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
炭
鉱
が
販
売
を
共
同
組
織

で
行

い
、
石
炭
の
統

一
配
給
、
受
け
渡
し
の
監
督
、
集
金
の
便
宜
な
ど
を
は
か
る
こ
と
で
、

表
6宇
部
地
域
に
お
け
る
石
炭
産
出
高

(単
位
:ト
ン
、
坑
、
%)

大
正
3年

4年5年6年7年8年9年10年

12年

13年

14年

15年

昭
和
2年

3年

A

渡
辺
祐
策

沖
ノ
山

223,964

225,814

282,035

279,931

321,831

395,247

408,715

454,364

408,213

409,706

657,996

937,545

946,187

950,609

第
二
沖
ノ
山

31,033

88,007

143,239

166,028

188,240

145,566

152,780

221,133

204,592

高
良
宗
七

西
沖
ノ
山

29,236

132,234

176,221

166,468

190,148

172,545

178,364

鵜
ノ
島

50,394

74,591

28,403

172,545

大
正65,806

71,588

58,491

庄
晋
太
郎

東
沖
ノ
山

10,912

40,048

129,691

197,338

171,672

70,337

66,337

藤
本
閑
作

東
見
初

98,604

34,732

124,887

244,188

329,951

353,712

307,721

319,135

185,709

213,328

243,150

263,083

328,105

369656

西
見
初

30,530

72,042

93,535

84,640

28,149

86,393

68,816

鈴
木
商
店
、
大
倉
鉱
業

沖
見
初

60,202

109,030

148,886

161,591

159,939

135893

沖
ノ
山
、
東
見
初
系
列
、

沖
見
初
合
計

産
出
高

388,374

363,167

553,420

697,888

919,088

1,162,968

1,184,169

1,235,535

1,309,892

1,547,900

1,400,068

1,432,556

1,500,568

1,456,158

坑
数

34445577885443

割
合

64.7

85.6

80。
3

79.5

80.0

87.3

94,3

96.6

99.2

94.2

97.2

95.2

97.1

97.2

B

そ
の
他
宇
部

産
出
高

211,729

61,203

135,401

179,661

229,185

168,882

71,689

44,043

10,293

95,905

39,752

72,406

44,271

42,431

坑
数

82555541122222

割
合

35.3

14.4

19.7

20.5

20.0

12.7

5.7

3.4

0.8

5.8

2.8

4.8

2.9

2.8

A十
B

宇
部
合
計

産
出
高

600,103

424,370

688,821

877,549

1,148,273

1,331,850

1,255,858

1,279,578

1,320,185

1,643,805

1,439,820

1,504,962

1,544,839

1,498589

坑
数1169910101189107665

割
合100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

出
所
:『
本
邦
鉱
業
の
趨
勢
』
各
年
度
。

注
)そ
の
他
宇
部
は
宇
部
鉱
業
組
合
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
在
来
の
鉱
業
権
者
(新
谷
軍
二
、
藤
野
久
一
、
今
井
進
一
、
浅
積
泰
蔵
、
国
重
時
右
衛
門
、
藤
田
勝
之
介
、
前
田
喜
代
助
、
藤
田
彰
、
藤
井
友
吉
、

金
山
小
四
郎
、
桂
桃
一
、
一
二
三
伊
重
、
植
田
貞
太
郎
、
藤
本
太
一
、
竹
中
初
太
郎
ほ
か
)で
あ
る
。



販
売
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と
し
た
。

続
い
て
、
図
1
に
よ

っ
て
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
い
た
る
宇
部
炭

の
価
格
変
動
を

確
認
す
る
。

明
治
末
年
ま
で
石
炭
価
格
は
横
ば
い
で
あ

っ
た
が
、
大
正
期
に
入
り
緩
や
か
に
上

昇
の
き
ざ
し
を
み
せ
は
じ
め
て
い
る
。
大
戦
ブ
ー
ム
の
影
響
か
ら
大
正
五
年
か
ら
六

年
に
か
け
て
炭
価
は
倍
加
し
て
高
騰
し
、
大
正
人
年
に
は
六
年
ベ
ー
ス
で
さ
ら
に
二

倍
、
五
年
ベ
ー
ス
で
は
四
倍
に
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の
後
炭
価
は
大
正
九
年
五
月
を

ピ
ー
ク
と
し
て
反
落
し
は
じ
め
、
沖
ノ
山
五
段
塊
炭
炭
価
で
み
る
と
、
ピ
ー
ク
時
に

は

一
二
円
五
〇
銭
で
あ

っ
た
も
の
が
九
年
末
に

は
九
円
七
五
銭
、

一
〇
年
末
に
は
九

円

一
〇
銭
、

一
一
年
末
に
は
八
円
七
五
銭
、

一
二
年
末
に
は
七
円
九
〇
銭
と
低
下
し

て
い
っ
た
。
基
本
的
に
は
全
国
的
な
炭
価

の
趨
勢
と
同
じ
軌
跡
を
宇
部
炭
も
描

い
た

図
1
沖
ノ
山
石
炭
1
函
（
約
9
0
0
～
1
0
0
0
斤
）
あ
た
り
価
格

と
い
え
る
が
、
詳
細
は
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

以
上

の
出
炭
と
炭
価
に
関
す
る
概
要
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
以
下
ま
ず
は
、
大
正
三

年
か
ら
九
年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
市
況
を
中
心
と
し
な
が
ら
み
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
。

(二
)

大
正
三
年
～
大
正
九
年
の
市
況

大
正
二
年
以
来
炭
価
は
好
況
を
博
し
て
い
た
が
、
大
正
三
年
三
月
頃
よ
り
気
勢
を

そ
が
れ
、
五
、
六
月

の
頃
は

「沈
底

の
極
み
」
に
達
し
た
。
し
か
し
第

一
次
大
戦
勃

発
の
影
響
が
宇
部
炭
界
に
も
現
れ
、
八
月
初
旬
よ
り
炭
価
は
に
わ
か
に
高
騰
し
は
じ

め
た
。
こ
の
間
の
現
象
に

つ
い
て
の
炭
鉱
業
者
の
見
解
は
、
①
戦
乱
の
影
響
を
蒙
り

各
地
と
も
前
途
に
需
要
の
増
大
を
見
越
し
た
こ
と
、
②
例
年
二
百
十
日
前
後
は
海
上

一58一
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不
穏

の
憂
慮
か
ら
船
舶

の
往
来
が
減
じ
海
運
業
不
振

の
時
期
の
た
め
各
地
共
供
給

の

不
足
を
生
じ
た
る
こ
と
、
③
近
来
種

々
の
事
情

に
よ
り
元
山
炭
の
出
炭
量
が
減
じ
て

い
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
③
に
関
し
て
は
大
正
二
年

四
月
に
渡
辺
祐
策
の
経
営
す
る
神

原
炭
鉱
と
高
良
宗
七
の
経
営
す
る
西
沖
ノ
山
炭
鉱
が
採
掘
を
終
了
し
た
こ
と
を
指
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
期
末
に
お
い
て
価
格
は
下
落

の
趨
勢
を
し
め
し
た
が
、
初
夏
以
来

依
然
と
し
て
不
振
で
あ

っ
た
九
州
の
炭
況
に
比
べ
れ
ば
大
正
三
年
の
宇
部
炭
は
安
定

し
た
活
躍
を
み
せ
た
と
さ
れ
、
こ
れ
は
五
段
炭

の
特
質
が
漸
次
需
要
地
に
認
め
ら
れ

用
途
が
拡
大
し
た
た
め
で
あ

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
大
正
四
年
に
入
り
炭
価
は
さ
ら
に
下
落
し
、
沖
ノ
山
炭
鉱
の
大
派
切
込
炭

一
函
の
値
段
が
大
正
三
年

一
月
の

一
円
六

一
銭
か
ら
大
正
四
年
九
月
に
は

一
円
一
一

銭
に
三
割
強
の
低
落
を
示
し
て
、
長
生
、
東
潟

の
五
段
塊
炭
切
込
炭
も
同
様
に
価
格

を
下
げ
た
。
年
末
に
は
、
大
阪
に
お
い
て
大
典
博
覧
会
に
大
阪
の
石
炭
同
業
組
合
が

各
地

の
石
炭
を
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
、
宇
部
鉱
業
組
合
よ
り
は
沖
ノ
山
、
長
生
、

新
長
澤
三
坑
の
五
段
炭
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
二
月
六
日
、
五
段
炭
は
金
杯
を

授
与
さ
れ
、
九
州
無
煙
炭
と
三
池
炭
は
銀
杯
、
そ

の
他
の
数
種
が
銅
杯
も
し
く
は
賞

状
を
受
け
、
高
い
評
価
を
宇
部
炭
は
得
た
。

大
正
五
年
に
入
り
炭
価
は
上
昇
し
た
。
十
月
八

日
、
鉱
業
組
合
は
五
段
塊
炭
切
込

炭

の
値
段
を

一
万
斤
に
つ
き
二
円
、
粉
炭
は

一
円

の
値
上
げ
を
行
い
、
十
二
月
十
四

日
の
販
売
会
議
で
も
更
に
値
上
げ
が
決
議
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
大
阪
方

面
の
宇
部
炭
は
ほ
と
ん
ど
品
切
れ
状
態
で
、
た
ま
た
ま
入
荷
す
る
も
の
も
契
約
炭
ば

か
り
で
小
売
は
皆
無
で
あ

っ
た
と
い
う
。
た
だ
炭
価
は
上
昇
に
向
か
っ
て
い
た
も
の

の
、
運
賃
は
七
円
五
〇
銭
だ

っ
た
も
の
が

一
五
円
と
倍
額
に
な
り
、
四
国
方
面
で
は

四
円
五
〇
銭
が

一
二
円
に
ま
で
上
昇
し
て
、
採
炭
賃
も
沖
ノ
山
炭
鉱
で
は
大
正
五
年

上
半
期

で
は
五
〇
銭
内
外
で
あ

っ
た
も
の
が
大
正
六
年
初
頭
に
は
平
均
九
五
銭
に
ま

で
上
が

っ
た
と
さ
れ
る
。
加
え
て
天
候
に
よ
り
貯
炭
も
増
え
、
万

一
の
乱
売
を
防
ぐ

た
め
銀
行
と
も
協
定
し
て
融
通
の
道
を
ひ
ら

い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
船
舶
の
不

足
は
問
題
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
大
正
六
年

二
月
に
は
九
州
方
面
の
運
賃
値
上
げ

に

よ
っ
て
多
く
の
船
が
宇
部
を
通
り
抜
け
若
松
に
向
か
う
の
で
、
小
蒸
気
船
を
派
遣
し

途
中

の
港
湾
に
仮
泊
し
て
い
る
船
舶
を
出
迎
え
に
い
っ
た
り
し
た
。
各
地

へ
の
運
賃

は

一
定

の
規
定
を
設
け
た
も
の
の
、
船
舶
欠
乏

の
結
果
運
賃

の
競
争
と
な

っ
て
契
約

船
は
引
く
手
数
多
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
鉱
業
組
合
は
断
固
た
る
処
置
を
と
る
と
し

た
。大
正
六
年
は
、
不
需
要
期
で
あ
る
春
先
に
な

っ
て
も
五
段
炭
の
値
は
下
が
ら
ず
、

五
月
に

一
時
崩
れ
た
も
の
の
そ
の
後
は
需
要
が
減
る
夏
季
に
な

っ
て
も
値
上
げ
を
続

け
、
売
れ
行
き
は
好
調
で
あ

っ
た
。
夏
季
に
入

っ
て
は
大
派
炭
の
値
上
げ
が
行
わ
れ

た
。
六
月
七
日
の
販
売
会
議
で
は

一
〇
～
二
〇
銭

の
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
沖
ノ
山
の

建
値
は
二
円
か
ら
二
円
二
〇
銭
の
規
定
と
な

っ
た
が
、

二
円
以
上
に
な

っ
た
の
は
日

露
戦
後
に

一
時
あ

っ
た
の
み
で
、
空
前

の
相
場
で
あ

っ
た
。
こ
の
値
上
げ
は
各
塩
田

業
者
が
、
例
年
を
ふ
ま
え
値
下
げ
を
予
期
し
て
買
い
控
え
て
い
た
の
を
、
快
晴
が
続

く
た
め
注
文
に
転
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
後
も
炭
価
は
上
昇
し
続
け
、
七

月
に
は
三
回
の
値
上
げ
が
決
議
さ
れ
二
円
七
〇
銭

(沖
ノ
山
)
と
な
り
、
八
月
五
日

に
は
さ
ら
に
三
〇
銭
の
値
上
げ
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
炭
価

の
騰
貴
に
つ
れ
五
段
炭

の
代
用
に
使
わ
れ
る
む
き
も
多
く
な
り
、
大
派
炭
は
塩
田
需
要
の
減
退
も
克
服
し
た
。

五
段
炭
も

一
万
斤
五
円
の
値
上
げ
が
決
議
さ
れ
た
が
、
大
阪
の
需
要
は
な
お
値
上

げ
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
更
に
引
き
上
げ
の
協
議
が
さ
れ
、
十
三
日
に
は
決
議
が
行

わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
鉱
業
組
合
は
大
阪
行
き
の
運
賃
に
対
し
万
斤
二
円
の
値
上
げ

を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
は
当
時
、
東
見
初
は
坑
夫

の
数
が
足
ら
ず
、
沖
ノ
山
は
採
炭

地
域

の
関
係
上
以
前
ほ
ど
の
出
炭
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
出
炭
量
が
少
な
く
、
容
易
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に
船
舶
に
積
込
み
の
順
番
が
廻
ら
な
か

っ
た
た
め

に
船
主
が
若
松
方
面

へ
行
く
と
い

う
状
況
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
引
止
策

の
意
味
も

あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
月
か
ら

年
末
に
か
け
て
炭
価
は
下
落
し
、
運
賃
、
採
炭
賃

と
も
値
下
げ
が
行
わ
れ
た
が
、
年

末
に
か
け
て
特
に
大
派
炭

の
価
格
が
上
昇
し
、
五
段
炭
も
十
二
月
に
は
値
段

の
改
定

が
行
わ
れ
た
。

大
正
七
年
は
前
年

の
景
況
を
引
き
継
ぎ
、
初
頭
か
ら
炭
況
は
強
含

み
で
あ

っ
た
。

一
月
だ
け
で
も
五
段
塊
炭

(沖
ノ
山
)
は
六
円
三
〇
銭
か
ら
七
円

一
五
銭
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
は
需
要
期
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
阪
神
地
方
に
お
け
る
競
争
相
手
で
あ

っ
た

桐
野
炭
鉱
の
爆
発
も
影
響
し
た
と
い
う
。
阪
神
方
面
に
お
い
て
は
炊
事
用
と
し
て
需

要
が
増
加
し
て
い
た
が
、
工
業
用
に
お
い
て
も
九
州
炭
と
混
用
さ
れ
る
な
ど
し
て
需

要
が
薄
く
な
る
春
先
に
お

い
て
も
販
売
は
順
調
で
あ

っ
た
。
大
派
炭
も

一
月
は
塊
炭

切
込
炭
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
銭

の
値
上
げ
が
あ
り
、
冬
季
に
も
か
か
わ
ら
ず
塩
田
市
場
は

需
要
旺
盛
で
あ

っ
た
。
二
月
に
は
高
松
塩
田
業
者

の
申
し
込
み
に
か
か
わ
る
大
派
炭

売
買
契
約
上

の
要
件
と
、
同
炭

の
値
上
げ
が
付
議
さ
れ
た
。
塩
田
需
要
期
に
さ
し
か

か
る
三
月
は
二
月
に
比
し
て
さ
ら
に
六
〇
銭
の
値
上
が
り
で
、
大
派
炭
が
不
足
す
る

場
合
に
も
五
段
炭
が
混
用
さ
れ
る
も
の
と
の
観
測

が
な
さ
れ
た
。
四
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
は
五
段

・
大
派
炭
と
も
需
要
旺
盛
で
貯
炭

は
皆
無
と
な
り
、
帆
船
林
立

の
状

態
で
あ

っ
た
。

こ
の
間
の
炭
価
は
沖

ノ
山
の
五
段
塊
炭
七
円
二
五
銭
が
七
円
四

一
銭

へ
、
大
派
塊

炭
四
円
が
四
円

一
〇
銭

へ
の
値
上
が
り
で
あ

っ
た
。
当
時
の
石
炭
市
場
は

一
般
に
下

級
炭
よ
り
は
上
等
炭

の
需
要
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
宇
部
炭
は
塩
田
市
場
に

広
い
シ

ェ
ア
を
も

っ
て
い
た
の
で
や
や
良
好
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
八
月
、
九
月
に

は
宇
部
で
米
騒
動
が
お
き
、
需
要
地
の
石
炭
が
窮
迫
し
て
炭
価
は
上
昇
し
た
。
そ
の

後
も
値
上
が
り
は
続
き
、
大
正
七
年
は
前
年
以
上

に
塩
が
不
足
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

塩
田
市
場
む
け
の
大
派
炭
の
先
行
き
は
楽
観
視
さ
れ
て
い
た
。
岡
山
方
面
で
は
石
炭

の
全
需
要
は

一
一
五
万
ト
ン
、
う
ち
四
五
万
ト
ン
が
塩
田
用
炭
で
あ

っ
た
が
、
大
正

七
年
、
宇
部
炭
は
三
三
万
四
九
〇
〇
ト
ン
を
岡
山
方
面

へ
供
給
し
供
給
炭

の
シ

ェ
ア

は
三
四
%
を
占
め
た
。
こ
れ
は
三
井
二

一
万
五
〇
〇
〇
ト
ン

(二
二
%
)
三
菱
七
万

九
六
〇
〇
ト

ン

(八
%
)
を
お
さ
え
て

一
位

の
数
値
で
あ
り
、
三
井
物
産
石
炭
部
に

お
い
て

「塩

田
ノ
商
費

ハ
元
山
炭

ノ
出
炭
如
何
ガ
将
来

二
於
ケ
ル
重
大
問
題
ナ
リ
」

と
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
派
炭
を
中
心
と
す
る
宇
部
炭
が
近
隣
地
域
、
と
り
わ
け
塩
田

市
場
に
強
い
支
配
力
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時

沖

ノ
山
が
採
掘
し
て
い
た
大
派
は
従
来

の
も
の
と
比
べ
て
も
特
に
優
良
で
あ

っ
た
よ

う
で
、
五
段
炭
が
騰
貴
し
た
際
に
加
味
炭
と
し
て
も
需
要
に
こ
た
え
た
。

大
正
八
年
は
、
年
初
以
来
安
定
し
た
炭
価
を
維
持
し
、
六
月
の
炭
価
は
沖
ノ
山
の

五
段
塊
炭
九
円
五
〇
銭
、
切
込
炭
人
円
六
〇
銭
、
粉
炭
七
円
で
、
大
派
塊
炭
六
円
、

切
込
炭
五
円
、
粉
炭
三
円
六
〇
銭
と
、
前
年
に
比
し
さ
ら
に
上
昇
し
て
い
る
。
広
島
、

四
国
、
山
陰
方
面
の
石
炭
需
要
は

一
年
間
九
〇
万
ト
ン
、
う
ち
三
二
万
ト
ン
の
需
要

は
塩
田
市
場
で
あ

っ
た
が
、
塩
田
市
場
は
前
年
天
候
不
良
に
よ
り
製
塩
高
が
減
少
し

た
た
め
、
政
府
が
製
造
工
場
を
直
轄
し
再
製
に
努
め
た
の
で
、
広
島
、
四
国
山
陰
方

面
の
塩
田
向
け
需
要
は
五
万
ト

ン
の
増
加
を
み
る
も
の
と
さ
れ
、
近
隣
市
場
の
需
要

も
旺
盛
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
全
国
的
な
上
等
炭

の
払
底
の

一
方
、
宇
部
炭

の
声
価
も

あ
が
り
東
京
方
面
に
ま
で
歓
迎
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
と
い
う
。
大
阪
方
面
の
荷
揚
げ
も

順
調
で
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、
鉱
業
組
合
は
大
阪
神
戸
契
約
船
に
限

り
運
賃

一
円
の
引
上
げ
を
実
施
し
た
。

沖

ノ
山
の
五
段
塊
炭
の
価
格
は
大
正
三
年
に
二
円
六
人
銭

で
あ

っ
た
も
の
が
当
時

は
九
円
九
〇
銭
で
あ
り
、
炭
価
は
開
戦
前
後
に
比
べ
約
四
倍
の
騰
貴
と
な
り
、
株
価

も
額
面
価
格
二
〇
〇
円
に
対
し
六
月
は
八
五
〇
〇
円
、
七
月
は
九
五
〇
〇
円
、
九
月
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に
入
っ
て
か
ら
は

=
二
〇
〇
〇
～

一
七
〇
〇
〇
円
に
ま
で
跳
ね
上
が

っ
た
。
こ
の
間

の
宇
部
炭
田
の
生
産
費
は
大
正
三
年
が
ト
ン
当
た
り
三
円
だ

っ
た
の
に
対
し
大
正
八

年
は
七
円

一
〇
銭
と
炭
価
の
上
昇
幅
に
比
し
て
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ

レ
下
の
貯
蓄
効
果
は
大
き
か

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
特
に
炭
質
が
他
炭
鉱
に
比

べ
優
良
で
石
炭
価
格
が
高
か

っ
た
沖
ノ
山
炭
鉱
は
、
こ
れ
を
も
と
に
、
負
債
を
抱
え

古
河
鉱
業

へ
の
売
却
が
検
討
さ
れ
て
い
た
高
良
宗
七
の
経
営
す
る
西
沖

ノ
山
炭
鉱
を
、

本
鉱
の
附
属
設
備

一
切
と
七
二
万
八
〇
〇
〇
坪

の
鉱
区
を
含
め

一
〇
〇
万
円
で
買
収

し
た
。
さ
ら
に
高
良
が
所
有
す
る
鉱
区

一
九
〇

万
坪
を
五
〇
万
円
で
買
収
し
、
こ
れ

に
は
破
格
の
値
上
が
り
を
み
せ
て
い
た
沖

ノ
山

の
株
式
五
〇
株
を
あ
て
た
。
大
規
模

化

へ
の
足
が
か
り
を
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
築

い
た

の
で
あ
る
。
な
お
大
正
八
年
に
三
井

物
産
石
炭
部
は

「宇
部
鑛
業
組
合
地
元
指
定
問
屋
設
定
ト
當
社
傭
船
問
題

(六
月
)
」

と
し
て
以
下
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る
。

同
組
合

ニ
テ

ハ
従
來
同
地

二
於
テ
石
炭
問
屋
兼
帆
船
問
屋
ト
シ
テ
元
山
炭
買
積
船

買
炭
周
旋
並

二
各
坑

ヨ
リ
買
入
又

ハ
委
託
送
炭

二
従
事
セ
ル
三
十
鯨
名
中

ヨ
リ
二

十
六
名
ヲ
選
出
ノ
上
今
回
地
元
指
定
問
屋
ヲ
設
定
同
組
合
炭
ノ
ミ
ヲ
取
扱

ハ
シ
ム

ル
コ
ト

、
ナ
リ
タ
リ
、
其
結
果
當
社
傭
船

二
多
少
困
難
ヲ
來
ス
ベ
シ

つ
ま
り
、
宇
部
鉱
業
組
合
が
地
元
の
回
漕
問
屋
を
指
定
問
屋
と
し
て
専
属
的
な
契

約
を
結
ぶ
こ
と
で
船
舶
不
足
の
解
消
を
は
か
る
と
と
も
に
、
競
合
す
る
他
社
の
傭
船

を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。
帆
船
の
調
達
は
石
炭
販
売
に
と

っ
て
重
要
で
あ
り
、
流
通

の
組
…織
化
を
は
か

っ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

大
正
九
年
に
入
り
炭
価
は
さ
ら
に
上
昇
し
た
。
二
月
の
大
阪
市
場

の
価
格
は

「開

開
以
来
の
高
価
」
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
沖
ノ
山

の
五
段
塊
炭

一
二
円
五
〇
銭
、
切
込

炭

一
〇
円
四
〇
銭
、
粉
炭
八
円
四
五
銭
で
、
大
派
塊
炭
六
円
七
〇
銭
、
切
込
炭
五
円

五
〇
銭
、
粉
炭
三
円
八
〇
銭
と
な

っ
た
。
沖
ノ
山
の
株
価
は
三
万
三
〇
〇
〇
円
以
上

と
な
り

一
株
を
二
〇
株
に
、
東
見
初
の
株
価
は
六
〇
〇
〇
円

(額
面
二
〇
〇
円
)
と

な

っ
て

一
株
を

一
〇
株
に
株
式

の
分
割
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
五
月
に
入

っ
て
か
ら
、
財
界
の
動
揺
は
宇
部
炭
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

炭
価

の
下
落
を
見
越
し
て
、
塩
田
用
炭
で
は
前
年
度
と
異
な
り
長
期
の
契
約
は
皆
無

と
な
り
、
そ
の
都
度

で
必
要
に
応
じ
て
購
入
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
宇
部
で
は
、
当

初
は
前
年
以
来

の
諸
経
費
の
暴
騰
を
補
填
す
る
た
め
、
価
格

の
引
き
下
げ
は
行
わ
ず

運
賃
と
坑
木
の
価
格
を
値
下
げ
し
転
嫁
す
る
こ
と
で
し
の
こ
う
と
し
た
が
、
財
界
の

恐
慌
は
宇
部
炭

の
得
意
先
で
あ
る
阪
神
方
面
の
小
工
業
に
も
打
撃
を
あ
た
え
事
業
の

縮
小

・
中
止
が
あ
い
つ
ぎ
、
折
か
ら
の
家
庭
用
炭

の
不
需
要
期
に
も
直
面
し
て
、
安

治
川
に
は
六
〇
～
七
〇
の
船
舶
が
積
荷
の
ま
ま
繋
留
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
需
要

者
は
値
下
げ
を
見
越
し
て
強
硬
な
態
度
に
出
る
の
で
、
問
屋
は
苦
境
に
た
ち
値
下
げ

の
実
行
を
唱
え
は
じ
め
、
万
斤
五
銭
の
値
下
げ
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う

な
情
況
か
ら
宇
部

の
中
小
炭
鉱
で
あ
る
王
子
炭
鉱
と
見
初
炭
鉱
は
事
業
を
中
止
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
大
正
九
年
の
年
末

の
炭
価
は
沖
ノ
山
の
五
段
塊
炭
九
円
七
五
銭
、
切
込

炭
七
円
六
〇
銭
、
粉
炭
五
円
で
、
大
派
塊
炭
六
円
七
〇
銭
、
切
込
炭
五
円
五
〇
銭
、

粉
炭
三
円
八
〇
銭
で
あ
り
、
年
始
め
に
比
べ
や
や
下
落
し
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は

安
定
し
た
水
準
で
推
移
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
大
正
九
年
度
に
お
け
る
宇
部
炭
の

需
要
地
域
を
み
る
と
中
国
地
方

(含
山
陰
)
三
八
万
九
八
〇
〇
ト
ン
、
四
国
地
方
二

八
万

一
八
〇
〇
ト
ン
、
近
畿
地
方

(含
大
阪
)
二
五
万
三
八
〇
〇
ト
ン
、
兵
庫

一
五

万
九
人
○
○
ト

ン
、
伊
勢
湾

一
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
、
九
州
七
三
〇
〇
ト
ン
、
呉
三
〇

〇
〇
ト
ン
、
そ
の
他

一
七
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
、
計

一
二
八
万
六
五
〇
〇
ト

ン
と
な

っ
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て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る

と
、
表
7
に
示
す
ご

と
く
、
第

一
次
大
戦

開
戦
以
来
宇
部
石
炭

鉱
業
は
全
国
的
な
動

表7沖 ノ山五段塊炭

6月 中値段(1

函)

(単位:円)

値段年
2.13

1.93

2.23

2.52

2.68

2.52

2.68

4.20

7.33

9.90

明治43年

44年

45年

大 正2年

3年

4年

5年

6年

7年

8年

出所:『 宇部時報』6

月22日 。

注)数 値は各年度6月

中のもの。

 

向
と
照
応
す
る
よ
う
に
、
石
炭
需
要
の
伸
び
と
炭
価
の
上
昇
を
享
受
し
順
調
な
発
展

を
遂
げ
た
。
そ
し
て
、
大
正
八
年

の
末
年
か
ら
大
正
九
年

の
春
に
か
け
て
価
格
が

ピ
ー
ク
に
達
し
た

の
ち
、
第

一
次
大
戦
後
恐
慌
に
よ
る
動
揺
か
ら
需
要
が
停
滞
し
価

格
は
下
落
し
た
が
、

こ
れ
を
持
ち

こ
た
え
安
定

し
た
価
格
を
維
持
し
た

の
で
あ
る
。

表
8
は
当
該
期
と
そ
の
後
数
年
間
も
含
め
た
、
宇
部
炭
に
該
当
す
る
長
州
炭

の
大
阪

港
移
入
高
で
あ
る
が
、
大
戦
期
か
ら
基
本
的
に
は
毎
月
の
よ
う
に
移
入
高
を
伸
ば
し
、

大
正
九
年
は
数
量
こ
そ
や
や
落
ち
込
む
も
の
の
シ

ェ
ア
は
逆
に
伸
ば
し
て
、
需
要
期

で
あ
る
冬
季
か
ら
春
先
を
中
心
に
全
国
に
比
べ
て
安
定
的
な
販
売
を
行
い
、
大
正
十

年
か
ら
大
正
十
五
年
に
か
け
て
は
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
後
の
時
期

に

つ
い
て
は
後
に
分
析
す
る
が
、
こ
の
伸
び
に
は
家
庭

・
小
口
営
業
用
炭
の
需
要
増

加
も
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宇
部
炭
は

一
〇
年
間
に
数
量
で
二

・
五
倍
、
シ

ェ

ア
で
は
四
%
～
五
%
の
伸
張
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宇
部
鉱
業
組
合
は
船
舶
の
供
給
に
対
す
る
対
応
や
博
覧
会

へ
の
宇
部
炭

の

出
展
な
ど
を
通
じ
て
、
流
通
を
掌
握
し
販
売
の
促
進
を
は
か

っ
た
。
そ
し
て
運
賃
価

格
や
販
売
価
格

の
決
定
、
さ

ら
に
は
回
漕
問
屋
の
専
属
契

約
に
よ
る
組
織
化
を
鉱
業
組

合
で
行
う
こ
と
で
、
炭
鉱
業

者
は
可
能
な
範
囲
で
市
場
と

流
通

の
統
制
を
行

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
以
上
み
て
き
た

期
間
を
対
象
と
し
て
、
宇
部

鉱
業
組
合
と
指
定
問
屋
の
関

係
と
機
能
を
追

っ
て
い
く
。

こ
れ
を
通
し
て
鉱
業
組
合
の

販
売
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
。
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表
8
長
州
炭
の
大
阪
港
移
入
数
量

(単
位

ト
ン
)

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月

11月

12月計

全
国

シ
ェ
ア

大
正
5年

11,853

11,225

14,737

14,333

9,522

6,771

7,423

6,875

7,921

12,965

13,398

16,839

133,862

1,880,0937.1%

大
正
6年

11,758

15,427

17,027

13,894

12,244

12,002

13,503

15,196

17,920

18,912

19,748

17,223

184,854

2,436,1217.6%

大
正
7年

3,962

17,410

24,795

20,483

13,375

19,814

13,627

10,451

15,412

17,195

16,101

20,627

193,252

2,600,2147.4%

大
正
8年

13,734

22,638

25,535

20,036

17,299

16,689

17,128

21,659

16,433

19,318

17,535

16,854

224,858

2,598,9028.7%

大
正
9年

15,912

15,471

17,810

23,529

20,075

15,100

12,437

11,325

15,864

22,376

18,520

18,924

207,343

2,262,3849.2%

大
正
10年

20,270

16,836

19,755

20,593

19,247

14,910

16,278

19,829

20,769

20,167

18,868

18,492

226,014

1,818,182

12.4%

大
正
11年

22,736

19,707

21,194

25,034

21,260

15,117

15,637

12,206

16,198

20,375

19,688

22,408

231,560

2,320,046

10.0%

大
正
12年

18,453

27,917

24,974

20,227

21,705

17,509

27,004

19,728

25,382

24,965

27,807

27,300

282,971

2,827,987

10.0%

大
正
13年

29,396

29,189

25,732

19,950

22,867

21,264

25,775

19,655

22,661

28,699

25,418

33,194

303,800

2,618,466

11.6%

大
正
14年

26,316

31,138

31,154

28,368

26,129

34,627

23,090

23,730

20,430

26,339

21,173

32,421

324,915

2,781,576

11.7%

大
正
15年

31,041

29,400

22,500

24,592

23,997

26,207

28,145

21,267

25,110

33,207

29,553

37,104

332,123

2,922,284

11.4%

出
所
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
各
号
。

注
)1斤
=600gで
換
算
。



(三
)

宇
部
鉱
業
組
合
と
指
定
問
屋
に
よ
る
販
売
活
動

大
正
六
年
、
鉱
業
組
合
出
張
所
を
通
じ
て
各

問
屋
に
し
か
宇
部
炭
は
配
給
を
さ
れ

な

い
規
定
で
あ

っ
た
が
、
直
接
炭
鉱
と
取
引
を
行
い
規
定
に
違
反
す
る
者
が
多
く
な

り
配
給
に
不
公
平
を
生
ず
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
鉱
業
組
合
は
現
金
買

い
、
ま
た
は
炭
鉱

の
指
定
に
よ
る
も
の
と
い
え
ど
も
規
則
違
反
と
し
て
制
裁
を
く
わ

え
る
方
針
と
し
た
。

大
正
六
年
九
月
、
炭
価

の
暴
騰
に
乗
じ
て
指
定
問
屋

の
な
か
で

「法
外
な

口
銭
」

を
課
す
も
の
が
あ
ら
わ
れ
需
要
者
に
悪
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
九
月

十
八
日
、
弊
害
を
矯
正
す
る
た
め
京
阪
地
方

の
問
屋
で
会
合
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

十
九

日
か
ら
二
十

一
日
に
か
け
て
鉱
業
組
合
事
務
所
に
お
い
て
意
見
交
換

の
結
果
、

従
来

の
関
係
者
を

一
団
と
す
る
合
資
会
社
を
組
織

し
、
販
売
経
営
に
あ
た
る
こ
と
に

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
大
阪
の
元
山
石
炭
出
張

所
は
、
加
藤
、
中
村
、
山
川
、
宗
像
、

西
尾

の
指
定
問
屋
と
協
議
し
、
こ
れ
ら
五
名
で
合
資
会
社
を
組
織
し
出
張
所
管
理
の

も
と
に
販
売
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
、
大
阪
地
方

の
需
要
者
が
出
張
所
が
発
表
す
る

一

定
の
価
格
に
よ
り
安
心
し
て
購
入
で
き
る
よ
う

に
は
か
り
、
十
月
八
日
に
実
施
さ
れ

た
。
な
お
、
宗
像
商
会
は
新
た
に
指
定
問
屋
に
加

わ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
問
屋
側
が

不
承

々
々
に
も
こ
れ
に
応
じ
た
の
は
、
独
占
の
看
板
を
失
う
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
販
売
合
資
会
社

は
社
員
で
あ
る
旧
指
定
問
屋
と
出
張

所
と
の
問
に
意
思
の
疎
通
を
欠
き
紛
議
を
生
じ
、
各
鉱
出
張
所
取
調
べ
の
結
果
、
販

売
方
法
改
正
は
時
期
尚
早
と
の
結
論
に
達
し
て
実
施
を
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
、
十

一
月
に
は
各
指
定
問
屋
は
従
来
の
通
り
宇
部
炭

の
販
売
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

こ

の
間
の
炭
価
は
、
需
要
が
減
じ
た
こ
と
と
販
売
方
法

の
改
革
も
あ

っ
て
四
五
～
八
〇

銭

の
下
落
を
示
し
て
お
り
、
価
格
の
不
振
が
影
響

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

大
阪
に
お
け
る
石
炭
荷
揚
げ

の
際
に
は
、
出
張
所
よ
り
立
会
し
て
こ
れ
を
監
督
す
る

こ
と
に
も
な

っ
て
い
た
が
、

こ
の
経
費
は

一
万
斤
に
つ
き
五
銭
か
ら

一
〇
銭
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。

表

9
は
大
正
七
年

一
月
に
お
け
る
宇
部
鉱
業
組
合
指
定
問
屋

一
覧
で
あ
る
。
明
治

四
十

一
年
の
も

の
と
比
較
す
れ
ば
、
香
川
県
に
設
置
し
た
指
定
問
屋
の
数
が
減
少
し
、

大
阪
、
神
戸
に
加
え
て
、
京
都
、
堺
、
岸
和
田
、
徳
島
に
新
た
に
指
定
問
屋
を
設
置

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

い
つ
か
ら
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
神
戸
と
京
都
は
そ
れ

表9宇 部鉱業組合指定問屋(大 正7年1月1日現在)

名前所在地

加藤佐兵衛

山川庸之助

中村重太郎
宗像半之介

西尾小五郎

北区安治川通
〃

〃

〃

〃

大阪

万俵兵太郎

小畠治平

西元保太郎

奥野謙次
河村宗一

神戸元山石炭合資会社神戸

松田秀知(代表社員)京浜元山石炭合資会社京都市二条駅前京都

福原定太郎
長澤恒次
山本吉平

堺市吾妻橋通

堺市大浜海岸通
堺市栄橋通

堺

上林安太郎

熊岡栄次郎

泉南郡岸和田
〃

岸和田

米谷徳次郎
美馬半四郎

徳島市撫育町

徳島市佐太町
阿波

住吉仙太郎
柳沢謙治
和田重吉

高松市兵庫町
〃

〃

讃岐

木原通一

山尾精一

岡山市天瀬町
〃

岡山

出所:『 宇部時報』大正7年1月1日 。
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そ
れ
合
資
会
社
を
設
置
し
て
宇
部
炭

の
取
り
扱

い
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
岡
山
に
も

二
件
の
指
定
問
屋
を
設
け
、
指
定
問
屋
を
山
陽
地
域
に
も
広
げ
て
い
る
。
大
正
七
年

の
六
月
に
は
広
島
県
福
山
市
の
石
炭
商
野
島
直

次
郎
及
び
福
山
協
栄
社
と
特
約
し
、

同
地
の
指
定
問
屋
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
大
正
七
年
、
三
井
物
産
石
炭
部

で
は
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
行
わ
れ
た
。

当
時
三
井
物
産
は
、
宇
部
と
そ
の
近
隣
地
域
に

お
い
て
操
業
し
て
い
た
、
大
日
本
炭

鉱
が
経
営
す
る
本
山
鉱
業
所

(
一
一
万
四
〇

一
五
ト
ン
)
と
、
三
井
の
地
質
調
査
部

を
経
て
沖
長
炭
鉱
に
属
し
て
い
た
鉱
区
と
三
〇

万
五
〇
〇
〇
坪
と
機
械
を
一
三

万
五

〇
〇
〇
円
で
買
収

し
た
丹
羽
長
蔵
が
経
営
す
る
新
長
生
炭
鉱

(七
万
九
〇
〇
〇
ト

ン
)

の
石
炭
を

一
手
販
売
し
て
お
り
、
ま
た

一
手
販
売
で
は
な
い
も
の
の
西
見
初
炭

鉱

(三
万
ト
ン
)
の
石
炭
を
臨
時
買

い
付
け
と
し
て
取
り
扱

っ
て
い
た
。

大
阪
ト
シ
テ
ノ
重
要
問
題

ハ
一
ツ
ハ
前

ノ
船

ノ
問
題
ト

一
ツ
ハ
元
山
炭
ノ
販
売

二

付
テ
ナ
リ
、
元
山
炭
ヲ
大
阪
地
方

二
移
入
ス
ル
ハ
指
定
問
屋

ニ
シ
テ
元
山
炭
組
合

ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
當
社

ハ
之

二
封
抗

ス
ル
事
仲

々
困
難
ナ
リ
、
之

二
封
抗
ス
ル
ヨ
リ

ハ
寧

ロ
地
元
ニ
テ
指
定
問
題
と
妥
協

ス
ル
方

良
シ

:
・
當
社

ハ
指
定
問
屋

二
加

バ

リ
居
ラ
ザ
ル
為
メ
他
ノ
元
山
炭
ヲ
費

ル
事
出
来
ズ
又
森
川
、
宗
像
ノ
如
キ

ハ
指
定

問
屋
ナ
ル
ヲ
以
テ
當
社
ノ
元
山
炭
ヲ
取
扱

ハ
ズ
元
山
炭
以
外
ノ
當
社
石
炭
ヲ
多
量

取
扱
ヒ
居

ル
ニ
拘

ハ
ラ
ズ
斯
ル
不
都
合
ナ
ル
状
態
ト
ナ
リ
居

レ
リ

(読
点
は
筆

者
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
宇
部
鉱
業
組
合
が
大
阪
に
指
定
問
屋
を
設
け
た
た
め
、
三
井
と

し
て
は
元
山
炭
の
販
売
に
お
い
て
対
抗
が
困
難

で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
原
因
と
し
て

は
、
鉱
業
組
合
ど
指
定
問
屋
の
問
に
鉱
業
組
合

以
外
の
元
山
炭
を
扱

っ
て
は
な
ら
な

い
と

い
う
契
約
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鉱
業
組
合
は
指
定
問
屋

を
設
け
る
こ
と
で
、
需
要
地
の
販
売
網
を
掌
握
す
る
と
と
も
に
、
品
質
面
で
競
合
す

る
他
資
本
が
経
営
す
る
炭
鉱
の
市
場
進
出
の
排
除
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
ほ
ど
も
み
て
き
た
よ
う
に
、
大
正
九
年
は
第

一
次
大
戦
後
恐
慌
が
宇
部

に
も
押
し
寄
せ
、
宇
部
炭
の
販
売
も
転
機
を
迎
え
た
時
期
で
あ
る
。
以
下
で
は
当
該

期
に
お
け
る
鉱
業
組
合
と
問
屋
の
関
係
を
み
て
い
き
、
不
況

へ
の
対
応
を
明
ら
か
に

す
る
。

大
正
九
年
七
月
、
阪
神
方
面
に
お
い
て
五
段
炭
は

一
ヶ
月
以
上
の
先
物
で
な
け
れ

ば
取
引
が
行
わ
れ
な

い
ほ
ど
の
苦
境
に
た

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
市
況

へ
の
救
済
策

を
講
ず
る
た
め
、
鉱
業
組
合
大
阪
出
張
所
と
指
定
問
屋
は
折
衝
を
重
ね
た
。
そ
の
結

果
、
問
屋
側
に
お
い
て
も
好
況
時
に
お
け
る
恩
典
に
か
ん
が
み
、
多
少
の
犠
牲
は
は

ら

っ
て
も
極
力
宇
部
炭

の
消
化
運
動
に
努
力
し
、
販
路
の
死
守
と
産
地
の
窮
乏
を
助

け
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
し
て
具
体
的
な
対
応
策
と
し
て
、
指
定
問
屋
は

「責
任
販

売
量
制
度
」
を
取
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
指
定
問
屋
が
各
自
炭
鉱
別
に

一
定

の

販
売
数
量
を
負
担
し
、
も
し
責
任
数
量
を
販
売
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
指
定
問
屋

の
権
利
を
解
除
す
る
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
七
月
初
頭
の
契
約
量
は
月
別
二
二
〇

〇
万
斤
計
り
で

一
日
平
均
七
三
万
斤
で
あ
り
、
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
大
阪
以
外

の
各

地
に
も
こ
れ
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
多
か

っ
た
と

い
う
。
こ
れ
を
受

け
て
、
産
地
側
に
お
い
て
も
消
化
運
動
を
後
押
し
す
べ
く
五
段
各
種

一
〇
円
の
値
下

げ
を
行
い
、
問
屋
側
の
奮
闘
と
産
地
側
の
積
み
出
し
制
限
に
よ
り
市
況
を
乗
り
切
る

こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
後
の
経
過
は
成
績
優
良
で
、
七
月
十
五
日
ま
で
の
半

ヶ
月
間

の
報
告
で
は
い
ず
れ
も
責
任
量
を
突
破
し
て
ほ
と
ん
ど
が
月
額

の
三
分
の
二
に
達
し
、

結
果
と
し
て
大
阪
地
方
の
五
段
炭
の
貯
炭
は
著
し
く
減
少
し
て

一
ヶ
月
分
を
支
え
ら

れ
な

い
ほ
ど
の
状
況
と
な
り
、
最
終
的
に
七
月
中
の
責
任
数
量
は
達
成
さ
れ
る
に
い
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た
っ
た
。

八
月
に
は
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
今
度
は
炭
鉱
側
が
問
屋
側
に
譲
歩
を
示
し
、
販

売
方
法

の
修
正
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
点
は
、
責
任
数
量
以
上
を
売
り
さ
ば

い
た

も
の
に
対
し
、
炭
鉱
側
が

一
定
の
割
戻
金
を
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
具

体
的
に
は

「沖
ノ
山
東
見
初
第
二
沖

ノ
山
の
三
炭
礦

に
於
け
る
塊
切
に
封
し
て
は

一

萬
斤
に
付
き
金
五
圓
宛
上
記
三
炭
礦

の
粉
炭
及

び
西
見
初
の
塊
切
に
封
し
て
は
同
上

三
圓
宛
」
と
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、

こ
れ
は
炭
鉱
側
に
と

っ
て
は
実
質
的
な
値
下
げ

を
意
味
し
た
。
し
か
し
責
任
数
量
を
売
さ
ば
け

な
か

っ
た
問
屋
に
は
指
定
仲
次
の
権

利
を
解
除
す
る
と

い
う
規
定
は
維
持
さ
れ
た
。

な
お
、
各
指
定
問
屋
の
責
任
数
量
は

沖
ノ
山
八
五
六
万
斤
、
東
見
初
六
六
八
万
斤
、
第
二
沖
ノ
山
四
〇
三
万
斤
、
西
見
初

二
四

一
万
斤
、
合
計
二

一
六
八
万
斤
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
大
正
九
年
度
の
出
炭
高
で

み
れ
ば
、
規
模
が
小
さ
く
炭
価
が
安

い
第
二
沖

ノ
山
と
西
見
初
に
若
干
有
利
な
値
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
間
の
宇
部
炭
は
、
中
国
四
国
筋
の
小
工
業
や
風
呂
屋
、
酒
醤
油
醸

造
業
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
量
を
年
々
増
加
さ
せ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
人

月
、
広
島
地
方
の
石
炭
同
業
組
合
が
協
力
し
て
会
社
を
組
織
し
、
特
定
販
売
機
関
を

つ
く
り
た
い
と
の
議
が
お
こ
っ
た
。
九
月
に
入
り
広
島
市

の
石
炭
商
の
代
表
四
名
が

宇
部
に
訪
れ
、
鉱
業
組
合
と
協
定

の
結
果
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

の
方
法
は
、
広
島
市
に
お
け
る
石
炭
商
二
八
名
を
株
主
と
し
て

一
株
五
〇
円
、
二
〇

〇
〇
株
の
株
式
会
社
元
山
石
炭
元
扱
所
を
設
立
し
、
会
社
は

一
定
の
責
任
数
量
を
負

担
し
て
こ
れ
を
社
員
で
あ
る
石
炭
商
に
配
分
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
責
任
量

は
目
下
の
取
扱
数
を
標
準
と
し
て

一
ヶ
月
五
〇
〇
万
斤
以
上
と
定
め
ら
れ
、
こ
の
取

扱
手
数
料
は

一
万
斤
三
円
と
規
定
し
て
、
そ
の
半
分
を
会
社
に
積
み
立
て

一
般
社
員

に
配
当
し
、
半
分
は
直
接
こ
れ
を
取
り
扱

っ
た
社
員
の
所
得
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、

一
面
に
は
不
況
時

に
お
け
る
乱
売
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

炭
価
暴
騰
に
際
し
て
も
仲
介
者
が
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
需

要
者
に
安
心
を
あ
た
え
る
と
同
時
に
、
産
地
と
し
て
も
無
益
の
出
炭
を
制
す
る
た
め
、

双
方
と
も
確
実
に
取
引
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。

ま
た
大
正
九
年
十
月
、
岡
山
市

の
指
定
問
屋
は
木
原
、
山
尾
、
宗
像
、
共
栄
社
、

今
城
、
篠
原
の
六
名
で
あ

っ
た
が
、
責
任
販
売
数
量
を

一
ヶ
月
七
〇
〇
万
斤
と
定
め

て
こ
れ
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
岡
山
市
に
は
正
準
二
種

の
指
定
販
売
者
を
設

け
て
い
た
が
、
宇
部
炭

の
取
扱
い
に
差
別
待
遇
を
行
う
の
は
よ
く
な

い
と
し
、
広
島

と
同

一
の
方
法
に
よ
り
石
炭
商
全
部
を
網
羅
す
る
会
社
組
織
を

つ
く
る
べ
き
と
す
る

説
が
有
力
と
な

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
帰
趨
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
中
国
地
方
に
お
け
る
宇
部
炭

の
販
売
方
法
改
善
は
宇
部
炭

の
信
用
と
売
れ
行

き
に
お
い
て
確
実
な
発
展
を
遂
げ

つ
つ
あ
り
、
指
定
販
売
人
は
よ
く
徳
義
を
重
ん
じ

て
堅
実
な
取
引
に
つ
と
め
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は

一
定
の
区
域
を
侵
し
た
り
、
炭

種
を
偽
る
不
正
行
為
が
あ

っ
た
場
合
に
は
積
込
み
を
謝
絶
し
制
裁
を
加
え
る
も
の
と

し
た
、
鉱
業
組
合
か
ら
の
監
視
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

(辿
。
し
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
宇
部
鉱
業
組
合
は
指
定
問
屋
を
通
じ
て
販
売
価
格

の
統

制
を
は
か
る
と
同
時
に
、
市
場
の
動
揺
に
対
し
て
積
極
的
に
介
入
し
た
。
そ
し
て
問

屋
に
独
占
的
な
販
売
権
を
与
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
手
段
と
し
て
競
合
炭
の
排
除

を
は
か
り
市
場
競
争
を
優
位
に
進
め
た
。
こ
れ
は
地
元
回
漕
問
屋
の
組
織
化
の
際
に

も
、
同
様
の
機
能
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
独
占
権
の
付
与
は
価
格
だ
け
で
は
な
く
、

鉱
業
組
合
の
問
屋
に
対
す
る
支
配
力
を
強
化
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
第

一
次
大
戦
後

の
恐
慌
期
に
お
い
て
責
任
販
売
量
制
度
を
採
用
で
き
た
の
は
そ
れ
ゆ
え
の
こ
と
で
あ

る
。
市
場
に
近
い
問
屋
と
の
交
渉
に
よ
り
鉱
業
組
合
は
対
応
を
か
え
て
い

っ
た
が
、
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基
本
的
に
は
鉱
業
組
合
主
導

の
も
と
に
価
格
調
整
、
契
約
内
容
の
変
更
を
軸
と
し
て
、

柔
軟
な
石
炭
販
売
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
鉱
業
組
合
は
指
定
問
屋
の
販
売

網
を
各
需
要
地
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
責
任
販
売
量
制
度
を
大
阪
か
ら
他
の
地
域
に

範
囲
を
拡
大
し
た
。
そ
し
て
単
に
範
囲
を
広
げ

る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
方
法
も
よ

り
精
度
が
高
い
も
の
に
改
良
し
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
鉱
業
組
合
に
よ
る
市
場

の
掌

握
は
、
大
戦
期
か
ら
戦
後
恐
慌
期
に
お
け
る
宇
部
炭
販
売
を
順
調
な
も
の
に
さ
せ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(四
)

大
正
十
年
～
大
正
十
四
年

の
市
況
と
販
売
活
動

つ
づ
い
て
、
戦
間
期
に
お
け
る
市
況
と
販
売
活
動
の
状
況
を
、
石
炭
鉱
業
連
合
会

(以
下
、
連
合
会
と
省
略
)
と
の
関
係
に
も
留
意

し
な
が
ら
み
て
い
く
。
こ
の
時
期

の
宇
部
石
炭
鉱
業
に
関
し
て
は
す

で
に
荻
野

(
一
九
八
三
)

で
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
新
た
な
事
実
を

つ
け
加
え
深
化
さ
せ
た

い
。

そ
の
前
に
、
表
10
に
よ

っ
て
大
正
十
二
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
の
宇
部
炭
の
送

炭
高
を
需
要
地
別
で
確
認
し
、
以
下
で
検
討
す
る
期
間

の
概
観
に
資
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
大
き
く
分
け
て
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
送
炭
高
が
毎
年
順
調
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
大
正
十
二
年

は
一
一

五
万
七
九
八
四
ト
ン
で
あ

っ
た
も
の
が

、
大
正
十
五
年
に
は
一
三
三

万
三
一

一
四
ト
ン
と
二
〇
万
ト
ン
近
い
増
加
を
示
し
て

い
る
。
第
二
に
瀬
戸
内
、
阪
神
地
方

が
主
要
か
つ
安
定
的
な
需
要
地
と
し
て
他
地
域

を
大
幅
に
引
き
離
し
て
い
る
と
い
う

点

で
あ
る
。
特
に
阪
神
地
方

へ
の
送
炭
高
は
毎
年
伸
び
て
お
り
、
大
正
十
五
年
に
は

瀬
戸
内
地
方
を
抜
い
て
第

一
位
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
家
庭
用
炭
の
需
要
増
加

が
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
京
浜
地
方

へ
の
送
炭
が
急
速
に
伸
び
て
い
る

と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
大
正
十
二
年
に
二
万
八
三
八
九
ト

ン

(
二

・
五
%
)
で

あ

っ
た
も
の
が
、
大
正
十
五
年
に
は

一
二
万
ト
ン

有
力
な
需
要
地
と
し
て
台
頭
し
て
い
る
。

(単位:トン)表10宇 部炭の需要地別送炭高

大正15年

%

42.4

43.8

9.1

0.4

0.3

0.5

1.8

1.7

565,618

583,344

121,456

5,337

3,588

6,522

24,001

23,248

1001,333,114

(
九

・

一
%

)
を

超

え

る

に

至

り

、

大正14年大正13年大正12年

送炭高%送炭高%送炭高%送炭高

47.8

40.5

7.3

0.6

0.2

3.4

0.2

590,022

499,898

90,024

6,655

2,095

0

41,812

2,725

47.6

40.6

5.9

0.5

0.1

5.0

0.3

572,244

487,714

71,703

5,512

872

0

60,483

3,207

50.1

41.1

2.5

0.2

0.1

5.1

0.9

579,964

476,820

28,389

2,353

966

0

59,363

10,126

瀬戸内

阪神

京浜

伊勢湾

山陰

九州

その他

上海

1001,233,2311001,201,7351001,157,984計

出所:『 宇部産業史』156頁 。

大
ま
か
に
み
て
、
こ
の
期
間
に

お
け
る
宇
部
炭

の
送
炭
増
は
瀬
戸

内
海
地
方

へ
の
安
定
的
な
需
要
と
、

都
市
部

へ
の
送
炭

の
伸
張
に
よ

っ

て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
海
市
場

へ
の

送
炭
が
行
わ
れ
て
い
る
点
も
注
目

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
以

下
で
は
大
正
十
年
か
ら
大
正
十
四

年
を
対
象
と
し
て
宇
部
炭
の
市
場

動
向
と
販
路
開
拓
の
検
討
を
行
う
。

大
正
十
年
、
炭
価
は
持
ち
直
す

こ
と
な
く
九
州

一
角
か
ら
崩
れ
た
。

特
殊
炭
と
し
て
の
宇
部
炭
も
こ
れ

に
抗
し
難
く
販
路
を
侵
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ

っ
た
の
で
、
対
応
策

と
し
て
今

一
段
の
炭
価
引
き
下
げ

を
行
う
ほ
か
な
く
な
り
、

一
月
二

十
六
日
の
販
売
会
議
で
万
斤
五
円

の
値
下
げ
を
決
行
し
た
。
需
要
家

は
状

況
を

注
視

し

て
動

か

ず
、

「常

用

口
」
も
余
分

の
買
入
を
な
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さ
ず
に
必
需
分
を
補
う
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
二
月
に
入
り
、
九
州
の
出
炭
制
限
に
伴

な

っ
て
や
や
引
き
締
ま
り
の
様
相
と
な

っ
た
が
、
依
然
と
し
て
安
持
合
で
あ
り
、
三

月
に
は
大
阪
の
市
価
は
さ
ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
中
心
と
な

っ
て
全
国
的
な
採
炭
制
限
を
行
う

こ
と
と
な
り
、
宇
部
鉱
業
組
合
に
も
再
三
の
照
会

が
あ

っ
た
。
四
月
十
五
日
、
宇
部

鉱
業
組
合
は
五
月

一
日
よ
り
過
去
三
ヶ
年
平
均
採

炭
量
の

一
割
七
分
の
出
炭
制
限
を

一
年
間
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
予
定
出
炭

額
は

一
〇
九
万
八
七

一
七
ト
ン
で

あ

っ
た
が
、
過
去
三
年
間
の
平
均
産
額
は
既
に
廃

坑
し
た
炭
鉱
も
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
実
質
的
に
は

一
割

の
制
限
額
で
あ

っ
た
。

こ
の
効
果
は
す
ぐ
に
は
現
れ
ず
、
炭

価
は
下
押
し
の
気
配
を
み
せ
、
五
月
十
六
日
よ
り
各
炭
鉱
は
賃
金
を

一
割
切
り
下
げ

た
。
七
月
に
入
り
海
外
輸
出
や
出
炭
減
少
な
ど
か
ら
炭
況
は
復
調
の
兆
し
を
見
せ
始

め
た
。

こ
れ
に
つ
れ
て
宇
部
炭

の
売
れ
行
き
も
活
況
を
呈
し
、
阪
神
地
方
に
お
い
て

は
幾
分
の
値
上
げ
を
み
る
に
い
た

っ
て
、
産
地

の
積
込
み
も
円
滑
と
な
り
貯
炭
は
減

少
し
た
。

七
月
末
に
は
塩
務
局
の
入
札
に
よ
り

一
六
〇
〇

万
斤
で
価
格
五
万
円
の
納
入
契
約

が
結
ば
れ
、
こ
れ
を
組
合
五
炭
鉱
が
共
同
で
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
販
売
統

一
に

好
慣
例
を

つ
く

っ
た
。
大
坂

の
荷
揚
げ
も
好
調

で
、
九
月
、
十
月
に
は
電
燈

・
瓦

斯

・
紡
績
な
ど
粉
炭
を
使
用
す
る
工
業
の
需
要
が
増
加
し
、
各
炭
鉱
の
採
炭
量
の
減

少
と
相
ま

っ
て
粉
炭

一
〇
円
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
塊
炭

・
切
込
炭
も
幾
分
か
の
値

上
げ
が
な
さ
れ
た
。
十

一
月
に
は
注
文
が
殺
到
し
、
粉
炭
の
み
な
ら
ず
塊
炭

・
切
込

炭
も
大
払
底
し
て
、
不
況
時
代
は
産
地
は
大
阪
市

場
に
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
反
対

に
産
地
が
全
権
を
掌

っ
て
市
場
相
場
を
動
か
さ
ん
と
す
る
形
勢
を
示
し
た
と
い
う
。

大
正
十

一
年
、
宇
部
炭
は
平
和
記
念
東
京
博
覧

会
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
を
機
会
と
し
て
従
来
消
費
地
で
は
元
山
炭
と
し
て
い
た
名
称
を
宇
部
炭
と
変
更

す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。
宇
部
に
市
制
が
ひ
か
れ
、
宇
部
セ
メ
ン
ト
の
設
立
も
控
え

て
い
た
の
で
商
品
名
に
産
地
の
名
称
を
冠
す
る
こ
と
で
広
告
効
果
を
狙

っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
阪
神
戸
方
面
の
石
炭
商

の
要
望
も
あ
り
、
消
費
者
に
な
じ
ん
だ

元
山
の
名
称
と
併
せ
宇
部
元
山
炭
と
命
名
さ
れ
た
。
平
和
博
の
宣
伝
文
に
は
宇
部
炭

の
特
性
と
家
庭
用
炭
と
し
て
優
れ
て
い
る
旨
が
書
か
れ
た
。

大
正
十

一
年
は
沖
ノ
山
炭
鉱
が
東
京

へ
本
格
的
に
進
出
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
大

正
八
年
、
す
で
に
山
中
謙
道
と
い
う
人
物
を
派
遣
し
て
宣
伝
に
従
事
さ
せ
て
い
た
が
、

運
賃
の
関
係
上
採
算
が
と
れ
ず
、
甲
府
市

の
工
場

へ
毎
月
三
〇
〇
ト
ン
内
外
の
送
炭

契
約
を
行

っ
た
。
こ
れ
が
意
外
に
好
成
績

で
、
大
正
九
年
九
月
に
若
干
量
を
東
京

へ

運
ん
だ
が
、
東
京

の
需
要
者
は
保
守
的

で
使

い
慣
れ
た
石
炭
を
容
易
に
変
更
し
な

か

っ
た
と
い
う
。
山
中
は
宇
部
出
身

の
実
業
家
で
あ
る
俵
田
辮
三
郎
と
提
携
し
て
宣

伝
に
つ
と
め
、
福
原
男
爵
な
ど
の
後
援
を
求
め
て
華
族
社
会

へ
の
浸
透
を
は
か

っ
た

が
、
少
量
の
炭
を
汽
車
で
送
る
の
で
は
価
格
の
関
係
上
他
と
の
均
衡
が
と
れ
ず
、

一

時
売
り
込
み
を
中
断
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
大
正
十
年
九
月
、
沖
ノ
山
は
再
び
東
京

へ
石
炭
を
送
り
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
俵
田
は
大
正
石
炭
商
会
か
ら
宇
部
炭
の
売
り
出
し
を
開
始
し
、
山
中
は
四
谷
方

面

へ
小
売
店
を
設
け
風
呂
屋
や
西
洋
料
理
店
、

一
般
家
庭
に
使
用
を
宣
伝

・
勧
誘
し

た
。
従
来
東
京
市
内
で
家
庭
用
炭
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
常
磐
炭
で
あ

っ
た

が
、
無
煙
炭

で
あ
る
反
面
火
力
の
点
で
は
宇
部
炭
に
劣
り
、
常
磐

の
特
等
炭
は

一
ヶ

月
二
〇
〇
ト
ン
を
産
す
る
に
過
ぎ
ず
、
沖
ノ
山
炭
は
そ
の

一
等
炭
に
匹
敵
し
た
と
さ

れ
る
。
こ
れ
を
受
け
大
阪
の
宗
像
商
会
も
東
京
に
支
店
を
設
け
て
宇
部
炭
の
販
売
を

行
う
計
画
を
た
て
た
。

一
月
下
旬
に
沖
ノ
山
炭
鉱
販
売
係
で
あ
る
品
田
善
四
郎
と
大
石
栄
作
が
東
京

へ
出

張
し
、
俵
田
を
は
じ
め
関
係
者
と
協
議
を
行
い
東
京

へ
出
張
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
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決
定
し
た
。
品
田
の
見
込
み
は
火
力
が
強
い
と

い
う
宇
部
炭

の
特
性
に
く
わ
え
、
常

磐
炭
鉱
が
老
境
に
入
り
採
掘
上
の
経
費
を
要
す
る
た
め
炭
価
が
高
く
、
炭
価
維
持
の

た
め
に
ト
ラ

ス
ト
を
組
織

し
て
い
る
点
か
ら
割

込
む
余
地
が
あ
る
と
い
う
も

の
で

あ

っ
た
。
二
月
下
旬

の
常
磐
炭
は
貨
車
の
配
給
が
よ
く
な
く
、
水
害
も
あ

っ
て
送
炭

難
に
陥
り
宇
部
炭
は
予
想
外
の
好
成
績
を
収
め
、

こ
れ
が
順
調
に
進
め
ば
沖
ノ
山
以

外
の
組
合
炭
鉱
と
協
定
し
て
、
連
合
販
売

の
道
も
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。
四
月

の
時
点
で
は
東
京
出
張
所
の
ほ
か
、
山
川
商
事
、
宗
像
商
会
、
山
中

・
俵
田
が
経
営

す
る
商
店
の
三
つ
の
指
定
問
屋
が
販
売
に
従
事
し
て
い
た
が
、
常
磐
炭
と
の
競
争
か

ら
東
京
相
場
は
大
阪
相
場
よ
り
約
五
円
安

の
見
当

で
、
産
地
で
は
な
る
べ
く
上
等
炭

を
選
ん
で
送
出
し
、
沖
ノ
山
炭
以
外
に
第
二
沖
ノ
山
や
西
沖
ノ
山
、
東
沖
ノ
山
、
鵜

ノ
島
な
ど
同
系
列
の
諸
炭
鉱
も

一
万
ト
ン
程
度
の
送
出
を
行

っ
た
と
い
う
。
東
京

へ

の
進
出
に
関
し
て
高
良
宗
七
は
、
東
京
が
都
市
と
し
て
膨
張
し
て
お
り
販
路
拡
張
は

有
望
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
完
全
な
輸
送

の
方
法
を
講
じ
る
こ
と
が
急
務

で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
同
時
期
に
お
い
て
東
見
初
炭
鉱
は
朝
鮮
方
面

へ
販
路
を
広
げ
た
。
朝
鮮
は
海

上
の
距
離
が
大
阪
と
大
差
な
く
、
大
阪
通
い
の
帆
船
で
も
容
易
に
送
る
こ
と
が
で
き

る
点
は
東
京
よ
り
便
利
で
あ

っ
た
。
京
城
の
宇
都
宮
商
会
と
連
絡
を
保
ち
、
二
月
中

旬
こ
ろ
か
ら
五
段
炭
を
移
送
し
総
督
府
や
官
庁

へ
の
売
り
込
み
を
行

っ
た
。

炭
況
を
み
る
と
大
正
十

一
年
は
初
旬
か
ら
好
調

で
、
阪
神
方
面
で
は
供
給
不
足
の

観
が
あ
り

「特
殊
炭
と
し
て
の
元
山
炭
の
聲
償
が
上
る
と
共
に
他
炭
の
相
場
を
無
視

し
て
炭
慣
が
釣
り
上
げ
ら
る

、
形
勢
」
で
あ

っ
た
。
四
、
五
月
に
入

っ
て
需
要
期
が

過
ぎ

て
も
五
段
炭

の
炭
価
は
維
持
さ
れ
、
昨
年
の
春
季
と
対
照
を
な
し
た
。
こ
れ
は

出
炭
制
限
の
効
果
に
加
え
て
東
京
と
満
鮮
方
面
に
販
路
を
拡
大
し
た
結
果
、
従
来
の

需
要
地
で
あ
る
阪
神
以
西
中
国
方
面

へ
の
牽
制
と
な
り
、
宇
部
炭
の
払
底
を

つ
げ
た

た
め
で
あ
る
。
従
来
に
な
い
現
象

で
あ
り
、
塩

田
方
面
の
需
要
期
に
は
い
っ
た
こ
と

も
加
わ
り
大
阪
方
面
で
の
独
占
権
が
弱
ま

っ
た
結
果
、
大
阪
市
場
で
九
州
炭
が
軟
調

に
も
か
か
わ
ら
ず
宇
部
炭
は
炭
価
を
維
持
し
た
。
東
京

へ
の
供
給
を
比
較
的
廉
価
で

行

っ
た
の
は
、
販
路
拡
張
と
関
西
方
面

へ
の
炭
価
調
節
が
目
的

で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
も
う
ひ
と

つ
の
新
た
な
傾
向
と
し
て
、
需
要
者
が
石
炭
商

の
手
を

へ
ず
に
直

接
取
引
を
希
望
す
る
動
き
が
あ
り
、
西
讃
方
面
で
は
産
業
組
合
か
ら
三
〇
〇
万
斤
の

申
し
込
み
が
あ

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
鉱
業
組
合
は
塩

田
市
場
を
対
象
に
指
定
問
屋

を
介
さ
な

い
直
接
取
引
を
設
け
た
。
こ
の
よ
う
に
市
場
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
る
な
か

で
供
給
側

の
対
応
と
し
て
も
選
炭
を
重
視
し
は
じ
め
、
た
と
え
ば
西
沖
ノ
山
で
は
五

段
炭
を
普
通
の
塊
、
切
、
粉

の
他
、
赤
塊
、
赤
切
、
赤
粉
、
錆
塊
、
錆
切
、
錆
粉
、

選
出

の

一
〇
種
、
大
派
炭
も
塊
、
切
、
粉
、
選
出
四
種

の
計

一
四
種
類
に
分
類
し
、

需
要
家
に
適
切
な
炭
を
供
給
し
よ
う
と
努
め
た
。

そ
の
後
も
炭
況
は
順
調
に
推
移
し
た
が
、
七
月
に
入

っ
て
東
沖
ノ
山
で
出
水
事
故

が
起
こ
り
、
炭
壁
を
突
破

し
て
沖
ノ
山
坑
内
に
も
浸
入
し
た
。

こ
の
影
響
で
、
東
京

向
け
の
送
炭
に
支
障
を
生
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
結
果
、
八
月
に
は
需
要
先
よ
り
炭

価
の
値
上
げ
を
伝
え

て
き
た
が
、
沖
ノ
山
は
排
水
活
動
に
全
力
を
注
ぎ
九
月
に
東
京

へ
の
送
炭
を
再
開
し
た
。
十

一
月
に
は
需
要
期
に
入
り
、
販
路
拡
張
と
関
西
方
面

へ

の
炭
価
調
節
の
た
め
に
従
来
は
東
京

へ
の
供
給
を
比
較
的
廉
価
で
お
こ
な

っ
て
き
た

も
の
を
、
常
磐
炭
が

一
ト
ン
に
付
き
五
〇
銭
以
上
二
円
五
〇
銭
ま
で
の
値
上
げ
を
決

議
し
た
の
に
対
し
、
ト
ン
あ
た
り

一
円
の
値
上
げ
を
決
行
し
て
廉
価
販
売
を
放
棄
す

る
に
い
た

っ
た
。

な
お
、
大
正
十

一
年
に
お
け
る
連
合
会
と
の
関
係
を
み
て
お
く
と
、
四
月
に
は
連

合
会

へ
宇
部
鉱
業
組
合
よ
り
渡
辺
、
藤
本
、
高
良
を
評
議
員
に
推
薦
し
、
宇
部
は
初

め
て
定
時
総
会

へ
参
加
し
た
。
宇
部
側
が
提
出
し
た
問
題
は
沖
ノ
山
増
掘
に
対
す
る
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出
炭
制
限
緩
和
で
あ

っ
た
。
大
正
十

一
年
は
制
限
率
が

一
割
二
分
五
厘
に
緩
和
さ
れ

て
い
た
が
、
五
月
か
ら
十
年

の
基
準
に
復
帰
し
た
。
そ
の
後
、
炭
況
の
変
化
に
伴

っ

て
十
月
に
は
八
分
五
厘

に
ま
で
制
限
率
は
下
げ

ら
れ
た
。
採
掘
制
限
に
関
し
て
は

「
元
来
宇
部
炭
は
特
殊
炭
と
し
て

一
般
か
ら
認
め
ら
れ
且

つ
産
額
も
僅
少
で
あ
る
為

に
幾
分
か
大
目
に
見
ら
れ
て
居
る
の
で
稽

々
自

由
な
位
置
に
立

つ
て
居
る
ソ

コ
デ
宇

部
炭
は
宇
部
炭
と
し
て
の
需
給
関
係
か
ら
割
り
出
し
て
緩
急
自
在
の
活
動
を
遣

つ
て

居
る
」
と
さ
れ
、
宇
部
は
そ
の
特
殊
的
位
置
か
ら
連
合
会
に
対
し
て
比
較
的
自
由
な

活
動
を
行
い
え
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
点
は
特

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

大
正
十
二
年
は
、
年
頭
か
ら
帆
船
が
輻
積
す

る
の
に
対
し
て
出
炭
が
間
に
合
わ
ず
、

滞
船
が
増
加
し
た
。
従
来
東
京
で
は
宇
部
炭
と
常
磐
炭
は
競
合
し
て
い
た
が
、
三
月

に
入

っ
て
や
や
消
費
地

の
状
況
が
変
わ
り
、
常
磐
の
無
煙
炭
と
宇
部
炭
が
混
炭
さ
れ

て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
結
果
、
筑
豊
の
有
煙
炭
が
両
者
共
同
の
競
争
相

手
と
し
て
台
頭
し
、
朝
鮮
豆
満
江
の
石
炭
が
無
煙
無
臭
を
標
榜
し
家
庭
用
炭
市
場

の

競
合
者
と
し
て
割
り
込
も
う
と
す
る
形
勢
と
な

っ
た
と
い
う
。
十

一
月
に
は
関
東
大

震
災
後
の
需
要
を

つ
か
も
う
と
、
家
庭
用
炭
を
使
用
す
る
際
に
有
効
な
鉄
製
櫨
を
提

供
し
、
需
要
者
に
宇
部
炭

の
利
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
販
促
に
努
め
よ
う
と
計
画
さ
れ
、

櫨
の
輸
送
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
宇
部
炭
の
新
需
要
地
と
し
て
上
海
に
目
が

つ
け
ら
れ
、
東
郷
炭
鉱
頭
取

の

新
谷
軍
二
が
視
察
に
赴
き
、
将
来
の
消
化
地
と

し
て
有
望
で
あ
る
と
さ
れ
て
、
大
派

炭
が
混
炭
用
と
し
て
漸
次
そ
の
地
位
を
占
め
る
に
い
た

っ
た
。
大
派
炭
は
、
内
地

で

は
塩
田
用
に
向
け
る
関
係
上
冬
季
の
需
要
が
低

下
す
る
が
、
上
海
で
は
四
季
を
通
じ

て
需
要
が
あ
る
点
が
有
利
で
あ

っ
た
。
販
売
方
法
に
も
改
良
が
行
わ
れ
、
従
来
は
先

方
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
現
金
売
り
し
て
い
た

も
の
を
、
宇
部
市
出
身
で
あ
り
十
数

年
上
海

で
生
糸
商
を
営
み
消
費
地
の
事
情
に
詳

し
い
西
村
五
郎
と
委
託
販
売

の
契
約

を
し
て
売
さ
ば
く
こ
と
に
な

っ
た
。
六
月
に
は

一
ヶ
月
約
五
〇
〇
〇
ト
ン
の
大
派
炭

を
三
ヶ
月
継
続
送
炭
す
る
契
約
が
結
ば
れ
、
沖
ノ
山
と
西
沖

ノ
山
か
ら
送
炭
し
た
。

降
雨
の
た
め
各
炭
鉱
と
も
多
大
の
貯
炭
を
有
し
て
い
た
の
で
、
幾
分
の
緩
和
策
と
な

り
炭
価
維
持
の
た
め
に
も
好
都
合
で
あ

っ
た
と

い
う
。
七
月
に
は
東
見
初
、
第
二
沖

ノ
山
、
東
沖
ノ
山
の
五
段
炭
と
大
派
炭
の
ほ
か
、
沖
ノ
山
、
西
沖
ノ
山
、
西
見
初
の

石
炭
も
送
ら
れ
る
段
取
り
と
な
り
、

一
五
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ト
ン
級
の
傭
船
契
約
の

交
渉
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
宇
部
炭
は
阪
神
中
国
地
方
を
中
核
と
し
て
東
京
、

上
海
に
両
翼
を
広
げ
た
こ
と
に
な
る
。
東
京
方
面
は
沖
ノ
山
炭
鉱
が
販
路
の
開
拓
を

行

い
、
同
系
の
諸
炭
鉱
が
五
段
炭
を
主
と
し
て
送
炭
し
て
こ
の
調
節
を
は
か
り
、
上

海
方
面
は
鉱
業
組
合
に
加
盟
す
る
諸
炭
鉱
が
大
派
炭
の
送
炭
を
行
い
そ
の
調
節
地
と

し
て
機
能
し
た
。

し
か
し
五
月
に
入
り
、
五
段
炭
は
八
円
七
五
銭
か
ら
八
円

一
六
銭
に
値
下
げ
が
行

わ
れ
、
六
月
に
は
大
派
炭
も
含
め
た
さ
ら
な
る
値
下
げ
が
実
施
さ
れ
、
七
月

一
日
よ

り
の
採
炭
賃

一
割
引
き
下
げ
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
撫
順
炭
の
移
入
に
も
原
因

が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『宇
部
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
某
鉱
業
家

の
談
で
は
、
撫

順
炭

の
運
賃
が
宇
部
か
ら
大
阪
間
の
も
の
と
大
差
が
な
い
こ
と
が
研
究
を
要
す
る
点

で
、
こ
れ
は
宇
部
に
港
湾
設
備
が
な
い
た
め
大
船
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
帆
船

で
石
炭
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
後

の
打
開
策
と
し
て
は
、
港
湾
を
築

い
て
汽
船
で
送
炭
す
る
道
を
開
く
こ
と
、
筑
豊
、

北
海
道
に
撫
順
が
加
わ
り
工
業
用
炭
の
領
域
に
食
い
入
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の

で
家
庭
用
炭
と
し
て
用
途

・
販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
七
月
に
入
り

炭
界
は
さ
ら
に
不
況
の
色
が
強
く
な
り
、
宇
部
鉱
業
組
合
で
は
各
炭
鉱
の
幹
部
会
が

開
か
れ
二
割

の
採
炭
制
限
を
断
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
宇
部
独
自

で
行

っ

た
採
炭
制
限
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
八
月
に
は
鉱
業
組
合
と
し
て
販
売
会
議
に
お
い
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表11大 阪安治川における石炭標準相場

(1万 斤)

(単位:円)

大 正12年8月大正9年6A種別

130

100

90

151

184

140

1等

2等

3等

元山塊炭

80

65

57

106

199

65

1等

2等

3等

元山粉炭

130

100

80

236

209

105

1等

2等

3等

豊前塊炭

100

88

75

176

154

110

1等

2等

3等

豊前粉炭

125

93

78

236

199

163

1等

2等

3等

筑前塊炭

96

88

75

171

144

110

1等

2等

3等

筑前粉炭

100

85

70

216

189

160

1等

2等

3等

遠賀塊炭

85

78

70

146

124

100

1等

2等

3等

遠賀粉炭

120

90

226

199

1等

2等

唐津塊炭

190

110

90

63

200

170

150

特等

1等

2等

3等

 

て
固
く
炭
価

の
現
状
を
維
持
す
べ
き
と
の
規
約
が
結
ば
れ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
期
の
大
阪

の
標
準
相
場
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た

の
か
、

大
正
九
年
の
も
の
と
も
あ
わ
せ
表
11
で
み
て
み
た

い
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
正
九
年

に
お
い
て
宇
部
元
山
炭
の
炭
価
は
九
州
地
方
に
比
べ
る
と
全
体
的
に
低
い
も
の
の
そ

れ
に
準
ず
る
価
格

で
あ

っ
た

こ
と
、
大
正
十
二
年
に
い
た

っ
て
は
特
に
塊
炭
が
九
州

炭
を
上
回
る
価
格
も
み
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
不
況
の
色
が

濃
く
な

っ
て
も
宇
部
炭
は
下
げ
幅
が
小
さ
く
安

定
し
た
価
格
を
維
持
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
宇
部
炭
が
低
品
位
炭
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
高

い
市
価
を

保

っ
て
い
ら
れ
る
の
は
家
庭
用
炭

で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
都
市
化
の
影
響
か
ら
戦

間
期
に
家
庭
用
炭
の
需
要
が
伸
び
て
い
た
こ
と
が
、
宇
部
炭

の
価
格
形
成
に
好
影
響

を
あ
た
え
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
鉱
業
組
合
が
流
通
網
を
掌
握
す
る
こ
と
で
価
格
形

成
を
安
定
的
に
調
節
し
よ
う
と
は
か

っ
た
こ
と

も
、
高
値
を
維
持
し
た
原
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

原料炭

出所:『 宇部時報』大正9年6月26日 、大正

12年8月16日 。

十
月
は
、
関
東
大
震
災

の
た
め
に
各
地
の
石
炭
が
阪
神

方
面
に
ま
わ

っ
た
影
響
か
ら
売
さ
ば
き
が
つ
か
ず
、
沖
ノ

山
の
五
段
炭
函
値
は
七
円
九
〇
銭
と

つ
い
に
七
円
代
に
ま

で
値
段
の
改
定
が
な
さ
れ
、
採
炭
賃
の
値
下
げ
も
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、
需
要
期
に
入
っ
て
か
ら
は
荷
揚
げ
も
順
調

に
赴
き
、
十
月
に
は
四
〇
万
斤

の
陸
揚
げ
を
な
し
て
、
こ

れ
は
前
年
度
と
大
差
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
先
程
来
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
宇
部
炭
は
こ

の
時
期
東
京
や
上
海

へ
販
路
を
広
げ

て
い
た
が
、
そ
れ
が

原
因
と
も
な

っ
て
、
従
来
宇
部
炭
が
売
り
込
み
を
行

っ
て

い
た
中
国
四
国
地
方

の
塩
田
用
炭
市
場
に
筑
豊
炭
が
進
出

し
て
き
て
い
た
。
当
業
者

の
談
と
し
て
は
、
昨
年

の
浸
水
以
来
炭
価
を
引
き
上
げ
た

た
め
九
州
炭
が
塩
田
市
場

へ
食
い
入
っ
た
の
で
あ
り
、
炭
価
の
安

い
上
海

へ
移
出
す

る
よ
り
、
炭
価
を
幾
分
引
き
下
げ
て
で
も
運
賃
の
安

い
中
国
四
国
方
面

へ
送
る
べ
き

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
大
派
に
関
し
て
は
春
以
来
不
振

で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
冬
季
に

入

っ
て
か
ら
は
鉱
業
組
合
の
協
議
に
よ
り
大
派
炭
の
採
掘
半
減
が
決
議
さ
れ
た
。
十

二
月
に
入
り
、
鉱
業
組
合
で
は

「共
同
販
売
方
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

し
て
ま
ず
大
派
炭

の
販
売
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
方
法
と
し
て
は
、
各
需

要
地
に
出
張
員
を
派
遣
し
て
直
接
需
要
家

の
便
宜
を
は
か
る
と
同
時
に
、
販
売
機
関

を
設
け
て
、
従
来
は
各
炭
鉱
ご
と
に
契
約
し
て
い
た
も
の
を

一
手
に
ま
と
め
て
引
き

受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
各
鉱
の
炭
種
に
よ

っ
て
最
低
価
格
を
定
め
、
販
売

員
が
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
双
方

の
事
情
か
ら
割
り
出
し
た

「公
平
無
私

の
値
段
」

で
取
引
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
炭
価
契
約
は
三
ヶ
月
を

一
期
と
し
て
中
途
に
市
価

の
変
動
が
あ

っ
て
も
需
要
者
側
に
は
値
段
の
変
更
を
さ
せ
ず
、
も
し
山
元
の
方

で
こ
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れ
に
違
反
し
た
売
り
出
し
を
行

っ
た
際
に
は
、

函
あ
た
り
二
〇
銭

の
違
約
金
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
従
い
鉱
業
組
合
か
ら
三
名
の
出
張
員
が
需
要
地
に
赴

き
、
ま
ず
高
松

・
坂
出

・
撫
養

・
そ
の
他

の
主
要
地
を
巡
回
し
て
賛
同
の
意
を
取
り

付
け
た
。
た
だ
ち
に
買
炭
契
約
が
成
立
し
た
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
産
業
組
合
な
ど
に

お
い
て
共
同
購
入
を
申
し
込
む
向
き
も
あ

っ
て
、
予
想
以
上
の
好
結
果
を
得
た
と
さ

れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
取
引
上

の
安
全
と
販
路

の
回
復

・
拡
張
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
大
正
十
三
年
の
年
頭
ま
で
の
間
に
は
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
見
本
と
し

て
の
契
約
が
総
計

「三
万
三
五
〇
〇
余
箱
」
に
ま
で
達
し
、
引
き
続
き
大
派
炭
を
使

用
す
る
範
囲
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。
大
正
十
三
年

一
月
に
お
け
る
鉱
業

組
合

の
初
会
議
で
販
売
部
で
は
共
同

販
売
の
事
務

進
捗
の
た
め
、
①
常
議
員
は
た
だ

ち
に
共
同
販
売
規
約
並
び
に
事
務
細
則
を
作
成

す
る
こ
と
、
②
坂
出
に
出
張
所
を
設

置
し
在
来
の
指
定
中
次
人
を
も

っ
て
常
務
員
と
し
元
山
炭
の
販
路
を
拡
張
し
同
時
に

炭
界
の
状
勢
を
調
査
せ
し
む
る
こ
と
、
③
瀬
戸
内

海
十
州
塩
田
各
地
に
組
合
よ
り
代

表
出
張
員
を
派
遣
し
直
接
契
約
に
努
め
る
こ
と
、
が
決
議
さ
れ
た
。
九
州
炭

の
進
出

は
岡
山
坂
出
方
面
に
顕
著
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、

出
張
所
を
設
置
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①

の
規
約
に
関
し
て
は
鉱
業
組
合

の
西
村
事
務

長
に
よ

っ
て
各
販
売
員
の
意
見
を
総

合
し
て
作
成
さ
れ
、
販
売
上
に
ヌ
ケ
売
り
を
行

っ
た
違
約
者
に
対
し
て
は
箱
に

つ
い

て
二
〇
銭

の
違
約
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
た
。
な
お

一
月
中
旬
の
時
点

で

共
同
販
売
に
よ
る
契
約
量
は

「四
万
箱
」
以
上

に
達
し
、
か
り
に
採
炭
額
を
六
万

一

〇
〇
〇
ト
ン
と
す
れ
ば
六
割
以
上
は
売
約
済
に
な

っ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
状

況
か
ら
貯
炭
は
解
消
さ
れ
て
い
き
、
二
月
時
点

の
出
炭
量
で
は
今
後
の
契
約
に
応
じ

難
い
状
況
と
な

っ
た
。
そ
し
て
鉱
業
組
合
で
協
議

の
結
果
、
従
来

の
採
掘
制
限
を
緩

和
し
て
各
鉱
と
も
約
三
割
方
の
増
掘
を
行
う
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
炭
価
の
引
き
上
げ

(大
派
切
込
二
〇
銭

の
引
上
)
も
あ
わ
せ
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
三
月
に
は
需
要
期

も
近
づ
き
、
四
月
渡
し
の
炭
価
を
さ
ら
に
二
〇
銭
引
き
上
げ
る
状
態
で
あ

っ
た
。
な

お
需
要
期
で
あ
る
夏
場
の
時
点
に
お
い
て
、
各
塩
田
地
域
別
の
シ

ェ
ア
は
、
三
田
尻

方
面
は
宇
部
炭

の

一
人
舞
台
で
九
州
炭
は
少
量
を
混
用
す
る
の
み
で
、
広
島
方
面
は

六
割
、
徳
島
大
阪
方
面
は
五
割
方
を
宇
部
炭
が
占
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
ご
と
く
、
大
正
十
二
年
よ
り
大
派
炭
に
対
し
て
行
わ
れ
た
共
同
販

売
制
度
は
か
な
り
の
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
三
年
初
旬
は
大
派
炭
だ
け
で
は
な
く
五
段
炭
も
売
れ
行
き
が
よ
く
、
東
京

送
炭

の
結
果
阪
神
方
面
の
荷
揚
げ
が
緩
和
さ
れ
、
他
炭
の
下
落
に
引
き
換
え
市
況
を

維
持
し
て
お
り
、
両
種
炭
と
も
供
給
は
不
足
気
味
で
あ

っ
た
。
五
段
炭
は
不
需
要
期

に
入
っ
て
も
気
配
が
よ
く
、
石
炭
商
側
に
お
い
て
も
相
当
の
手
数
料
を
得
て
順
調
に

取
引
が
行
わ
れ
る
形
勢

で
、
四
月
に
は
塊
炭
二
円
、
切
込
炭

一
円
の
標
準
で
引
き
上

げ
が
な
さ
れ
、
同
時
に
運
賃
に
つ
い
て
は
従
来
二
〇
円
五
〇
銭
だ

っ
た
も
の
が

一
九

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

こ
れ
を
も

っ
て
炭
鉱
側
は
経
営
難
の
緩
和
に

つ
と
め
た
。
し

か
し
六
月
、
七
月
に
入
り
市
況
は
九
州
方
面
で
の
貯
炭
と
悪
天
候
か
ら
や
や
軟
弱
と

な

っ
た
。
供
給
不
足
か
ら
出
炭
を
増
加
し
た
が
、
炭
価
が
振
る
わ
ず
縮
小
政
策
を

と

っ
た
と
い
う
。
八
月
に
は
阪
神
方
面
か
ら
炭
価
引
き
下
げ
の
交
渉
が
あ
り
、
五
段

炭
で
沖
ノ
山
切
込
炭
が

一
円
、
西
沖
ノ
山
が
二
円
、
そ
の
他
各
炭
鉱
が
三
円
、
塊
炭

は
各
二
円
、
粉
炭
は
最
も
大
き
く
四
円
の
値
下
げ
が
行
わ
れ
る
模
様
と
な

っ
た
。

大
派
も
好
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
明
が
認
め
難

い
状
況
で
あ

っ
た
。
た
だ
し

大
派
炭
に
関
し
て
は
、
九
州
炭
が
塩
田
用
に
向
け
て
い
た
石
炭
は
上
海
方
面

へ
の
手

違

い
か
ら
送
ら
れ
た
処
分
品
で
長
く
は
続
か
ず
、
ま
た
、
製
塩
検
査
が
行
わ
れ
た
結

果
、
カ

ロ
リ
ー
の
高
い
九
州
炭
を
使
用
し
た
塩
は
等
外
品
が
多
く
返
っ
て
損
失
を
招

く
場
合
が
あ
る
も
の
の
、
宇
部
炭
を
使
用
し
た
場
合
に
は
失
敗
が
少
な

い
こ
と
が
証

明
さ
れ
て
、
坂
出
周
辺
で
は
宇
部
炭
の
入
荷
を
待

つ
も
の
が
多
く
な

っ
た
模
様
で
あ
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り
、
八
月
二
十
日
の
販
売
会
議
で
は
出
張
員
を
特
派
す
る
な
ど
、
前
途
は
必
ず
し
も

悲
観

一
色
で
は
な
か

っ
た
。
大
正
十
三
年
度

の
実
送
高
も
過
去
四
年
間

の
も
の
と
大

差
は
な
く
、
た
だ
、
需
給
調
節

の
た
め
に
十
月
よ
り
明
年

一
月
ま
で
の
四
ヶ
月
間
を

通
じ
て
、
再
び
三
割

の
出
炭
制
限
を
行
う
こ
と

と
な

っ
た
。

十

一
月
に
入
り
、
中
国
に
お
け
る
内
乱
の
影

響
か
ら
上
海
方
面
か
ら
注
文
が
き
て
、

第
二
沖

ノ
山
は
二
回
の
大
派
炭

の
送
炭
を
行

っ
た
。
こ
れ
は
現
金
売
り
の
有
利
な
取

引
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
沖
ノ
山
と
第
二
沖
ノ
山
か
ら
引
き
続
き
多
量
の
上
海

へ
の
送

炭
を
行
う
向
き
と
な
り
、
十
二
月
に
は
門
司
中

徳
商
店

の
手
を

へ
て
送
炭

販
売
を

行

っ
た
。
沖
ノ
山
と
第
二
沖
ノ
山
は
経
営
者
や

株
主
が
同
系
列
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

大
正
十
三
年
三
月
に
す
で
に
合
同
し
宇
部
炭
田
に
お
け
る
大
炭
鉱
と
な

っ
て
い
た
。

そ
し
て
今
後
の
経
営
に

つ
き
連
日
協
議
が
行
わ
れ
、
中
央
に
本
部
が
設
け
ら
れ
採
掘

一
切
は
そ
の
直
轄
の
も
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
販
売
に
関
す
る
業
務

に
力
を
入
れ
、
旧
鉱
地
内
の
販
売
所
を
本
部
と
し
て
別
に
本
鉱
内
に
出
張
所
を
設
置

す
る
方
針
と
な

っ
た
。
浜
田
主
任
は
特
に
従
来
閑
却
さ
れ
て
い
た
選
炭
を
こ
の
際
厳

密
に
行
い
た
い
と
述
べ
、
全
体
的
に
宇
部
の
炭

鉱
で
は
多
年

の
因
習
か
ら
単
に
掘
り

出
す

こ
と
ば
か
り
に
熱
中
し
て
良

い
品
を
売
り
出
す
こ
と
に
注
意
が
足
ら
ず
、
良
質

の
石
炭
も
選
炭
が
充
分
で
な
い
た
め
に
市
場
で
不
利
益
を
蒙
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と

し
、
そ
の
結
果
不
況
に
際
し
他
産
地
の
石
炭
に
圧
倒
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
販

売
の
方
針
と
し
て
は
選
炭
に
充
分
の
注
意
を
払

い
、
優
良
炭
を
市
場

へ
送
り
だ
し
て

今
日
以
上
に
宇
部
炭

の
声
価
を
高
め
た
い
と
し
た
。
な
お
、
合
併
に
よ
り
沖
ノ
山
と

第
二
沖

ノ
山
の
販
売
競
争
は
な
く
な

っ
た
。

大
正
十
四
年
三
月
、
五
段
炭
は
各
地
消
費
量

の
増
加
か
ら
炭
価
を
維
持
し
て
い
た

が
、
常
磐
炭
が
東
京
方
面
移
入
炭
に
対
抗
す
べ
く
値
下
げ
を
行

っ
た
こ
と
が
阪
神
方

面
に
お
け
る
五
段
炭

の
機
先
を
制
し
て
や
や
弱
気
と
な

っ
て
い
た
。
常
磐
炭

の
値
下

げ
は

一
万
斤
三
〇
円
と
い
う
値
下
げ
で
あ

っ
た
が
、
対
す
る
宇
部
炭
は

一
万
斤
三
円

の
小
幅
な
値
下
げ
に
留
ま

っ
た
。
常
磐
炭
は
鉄
道
貨
車

の
配
給
が
硬
直
的
で
あ
る
の

と
入
山
炭
鉱

の
火
災
も
重
な

っ
て
乱
売
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る
が
、
宇
部
炭
は
震
災

後
出
張
所
に
よ

っ
て
直
売
を
開
始
し
、

一
〇
〇
斤
や
二
〇
〇
斤
と

い
う
小
口
先
に
も

運
搬
を
す
る
な
ど
し
て
柔
軟
な
対
応
を
行

っ
て
い
た
。
大
派
炭
は
共
同

販
売
の
改
善

に
よ
る
販
路
奪
回
策
に
よ

っ
て
送
炭
量
を
上
げ
た
た
め
、
行
き
詰
ま
り
の
状
態
に

あ

っ
た
が
、
消
費
者

は
手
持
ち
炭
を
く
ま
な
く
解
消
し

つ
つ
あ
り
炭
価
は

「底
強
」

で
あ

っ
た
。
な
お

一
月
の
販
売
額
は
大
正
十
三
年
の
同
じ
月
に
比
べ
や
や
減
少
気
味

で
あ
り
、
地
方
別
に
み
る
と
京
浜
伊
勢
湾
方
面
は
増
加
、
瀬
戸
内
海
方
面
は
横
ば
い
、

阪
神
方
面
、
山
陰
、
海
外
は
減
少
で
あ

っ
た
。
炭
界
は
悲
況
の
ま
ま
で
安
定
し
た
姿

を
み
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
六
月
に
入

っ
て
炭
価
は
暴
落
し
、
大
阪
の
滞
船
は

一
〇
〇
隻
を
突
破
し
た
。

石
炭
商
も
金
融

の
逼
迫
で
代
金

の
回
収
が
困
難
と
な
り
、
得
意
先
で
す
ら
確
実
な
と

こ
ろ
以
外
は
商

い
を
せ
ず
、
販
売
と
い
う
よ
り
掛
け
金
の
回
収
に
全
力
を
尽
く
す
状

態
で
あ

っ
た
。
販
売
競
争
は
激
甚
と
な
り
、
投
売
り
を
な
す
も
の
も
漸
次
現
れ
、
市

場
は
混
沌
た
る
様
相
を
呈
し
た
。
先
行
き
に
確
固
あ
る
あ
て
が
見
出
し
難
く
、
鉱
業

組
合
は
経
営
上
生
産
費
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
、
七
月
か
ら
の
坑
木

一
才
五
厘
の
値
下

げ
を
決
議
し
た
。
東
沖
ノ
山
は
入
坑
志
願
を
止
め
自
然
的
な
出
炭
制
限
を
行
う
こ
と

と
し
、
東
見
初
も
同
様
の
方
針
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
低
賃
金
下
で
の
能
率

増
進
に
よ
る
貯
炭
増
の
解
消
を
は
か
る
政
策
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
場
の
状
況

を
受
け
て
、
鉱
業
組
合
と
大
阪
方
面
の
問
屋
は
協
議
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
従
来

行
わ
れ
て
き
た
責
任
販
売
量
制
度
に
よ

っ
て
、
問
屋
が
無
益

の
競
争
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
炭
価
の
乱
調
を
惹
起
し
て
い
る
と
さ
れ
て
、
こ
の
販
売
制
度
を
改
正
し
て
問
屋

側

の
共
同
責
任
と
な
し
、
そ
の
額
を

一
ヶ
月
三
五
〇
〇
万
斤
と
定
め
て
各
問
屋
が
協

一72一



力
し
て
売
さ
ば
き
に
努
力
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
改
正
は
か
な
り
の
効
を
奏
し

た
よ
う
で
、
時
価
の
安
定
を
保

つ
の
み
な
ら
ず
荷
揚
げ
も
順
調
に
な
り
、
六
月
末
に

は

一
時

一
四
〇
艘
を
数
え
た
滞
船
が
七
月
中
旬

に
は
七
〇
艘
内
外
に
減
じ
、
産
地
側

も
問
屋
側
も
安
心
し
て
取
引
を
な
し
え
る
よ
う

に
な

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
八
月
に

は
、

一
時
三
〇
〇
～
四
〇
〇
万
斤
を
有
し
て
い
た
貯
炭
も
、
三
〇
～
四
〇
万
斤

の
貯

炭
を
蔵
す
る
に
す
ぎ
な

い
状
態
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
を
得
た
。

八
月
の
需
要
期
に
入
り
、
大
派
炭
は
晴
天
続
き
も
あ

っ
て
、
貯
炭
も
消
費
さ
れ
つ

く
さ
れ
て
近
来
稀
な
る
消
費
高
を
示
し
、
炭
価
も
や
や
強
気
を
持

っ
た
と
い
う
。
し

か
し
九
州
格
安
炭
の
出
回
り
が
多
く
、
炭
価
に
よ
り
地
盤
を
奪
取
さ
れ
る
憂
い
が
で

た
た
め
、
九
州
炭
二
号
品
三
円
七
～
人
○
銭
に
比
較
し
三
円
五
～
六
〇
銭
と
い
う
安

値
を
唱
え
、

一
、
二
月
の
炭
価
を
維
持
す
る
状
態
で
あ

っ
た
。

十

一
月
三
日
、
西
沖
ノ
山
炭
鉱
が
採
炭
作
業
を
全

て
停
止
す
る
こ
と
に
決
ま

っ
た
。

各
地
方
に
売
り
出
し
て
い
た
西
沖
ノ
山
の
石
炭

は
、
同
じ
名
称
の
も
と
、
残

っ
た
沖

ノ
山
や
東
見
初
か
ら
従
来

の
取
引
先

へ
引
き
継
が
れ
る
見
通
し
で
あ

っ
た
。
同
じ
こ

ろ
連
合
会

の
送
炭
制
限
問
題
が
浮
上
し
、
各
鉱
主

の
協
定
で
明
年
度

の
宇
部
の
割
当

は

一
二
〇
万
ト
ン
と
決
定
し
た
。
こ
の
数
値
は
採
掘
を
終
了
し
た
西
沖

ノ
山
も
含
む

も
の
で
、
後
に
西
沖
ノ
山
の
出
炭
二
〇
万
ト
ン
を
差
し
引
い
て

一
=
二
万
九
七
七
五

ト
ン
と
な

っ
た
が
、
結
局
宇
部

の
調
節
高
は

一
四
四
万
九
七
九
三
ト

ン
で
あ

っ
た
。

十

一
月
五
日
に
は
西
見
初
炭
鉱
も
終
業
し
て
、

こ
れ
を
も

っ
て
宇
部

の
中
堅
炭
鉱
二

坑
が
閉
鎖
し
、
宇
部
炭
田
は
宇
部
資
本
で
あ
る
沖
ノ
山
と
東
見
初
に
、
鈴
木
系
列

の

沖
見
初
と
い
う
海
底
大
炭
鉱

の
三
派
鼎
立
と
い
う
形
と
な

っ
た
。
し
か
し
販
売
の
合

同
は
行
わ
れ
ず
、
当
分
は
互
い
に
各
自
独
特
の
販
売
方
法
を
取
る
こ
と
と
な
り
、
阪

神
そ
の
他
に
設
け
ら
れ
た
鉱
業
組
合
出
張
所

の
必
要
は
な
く
な
る
次
第
と
な

っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
沖
ノ
山
は
鉱
業
組
合
出
張
所
跡
、
東
見
初
は
元
長
澤
商
店
跡
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
大
阪

へ
出
張
所
を
設
け
、
直
接
指
定
問
屋
と
取
引
を
行
う
こ
と
と
な

っ

た
。な

お
、
表
6
を
参
照
し
つ
つ
、
大
正
十
三
年
か
ら
大
正
十
五
年
に
お
け
る
沖
ノ
山

と
東
見
初
そ
れ
ぞ
れ
の
出
炭
量
を
み
る
と
、
大
正
十
三
年
が
四
〇
万
九
七
〇
六
ト
ン
、

二

一
万
三
三
二
人
ト
ン
、
大
正
十
四
年
が
六
五
万
七
九
九
六
ト
ン
、
二
四
万
三

一
五

〇
ト
ン
、
大
正
十
五
年
が
九
三
万
七
五
四
五
ト
ン
、
二
六
万
三
〇
八
三
ト
ン
と
年

々

増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
宇
部
炭
田
の
主
要
大
規
模
炭
鉱
に
よ
る
こ
の
よ
う
な

増
産
は
、
中
小
炭
鉱
が
終
業
し
て
い
く
な
か
で
伸
び
行
く
宇
部
炭
の
販
路
を
維
持
す

る
た
め
の
、
さ
ら
に
は

「行
詰
リ
状
態

ニ
ア
ル
鉱
業
ノ
局
面
ヲ
多
量
生
産

ニ
ヨ
ル
生

産
費
減

ニ
ヨ
リ
展
開
セ
シ
メ
」
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
宇
部
炭
の
販
売
は
、
中
小

炭
鉱
の
淘
汰
と
大
規
模
炭
鉱

の
台
頭
と
い
う
生
産
面
で
の
変
化
を
受
け
て
、
新
た
な

時
代
に
入

っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
み
て
き
た
こ
と
を
、
市
場
構
造
、
市
況
、
販
売
活
動

の
三
点
か
ら
総
括
し
結

論
に
か
え
た
い
。

宇
部
地
域
の
石
炭
鉱
業
は
全
国
的
規
模
か
ら
み
れ
ば
小
さ

い
も
の
で
あ
り
、
産
出

す
る
石
炭
は
カ
ロ
リ
ー
が
低
い
下
級
炭
で
あ

っ
た
。
し
か
し
独
特

の
品
質
と
地
理
的

優
位
性
か
ら
、
塩
田
用
炭
市
場
と
家
庭

・
小

口
営
業
用
炭
市
場
と
い
う
特
定
の
市
場

に
お
い
て
、
大
き
く
浸
透
し
て
い
た
。
用
途
に
よ

っ
て
は
、
そ
の
割
合
は
独
占
的
と

も
い
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
宇
部
炭

の
特
殊
性
は
市
場
の
評
価
に
好
影
響
を
あ
た
え
、

価
格
も
カ

ロ
リ
ー
に
比
し
て
高
い
も
の
で
あ

っ
た
。

明
治
期
か
ら
大
正
末
年
ま
で
の
宇
部
炭
価
格
を
み
る
と
、
明
治
末
年
ま
で
石
炭
価
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格
は
横
ば

い
で
あ

っ
た
が
、
大
正
期
に
入
り
緩
や
か
に
上
昇
の
き
ざ
し
を
み
せ
は
じ

め
た
。
大
戦
ブ
ー
ム
の
影
響
か
ら
大
正
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
炭
価
は
倍
加
し
て

高
騰
し
、
大
正
八
年
に
は
六
年
ベ
ー

ス
で
さ
ら

に
二
倍
、
五
年
ベ
ー
ス
で
は
四
倍
に

ま
で
上
昇
し
た
。
こ
の
間

の
生
産
費
は
炭
価
の
上
昇
率
に
比
べ
低
く
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
海
底
炭
鉱
で
あ
る
沖
ノ
山
は
大
規
模
化

へ
の
足
が
か
り
を

つ
く
っ
た
。
そ
の
後

炭
価
は
大
正
九
年
五
月
を
ピ
ー
ク
と
し
て
反
落
し
は
じ
め
た
。
沖
ノ
山
五
段
塊
炭
炭

価
で
み
る
と
、
ピ
ー
ク
時
に
は

一
二
円
五
〇
銭

で
あ

っ
た
も
の
が
九
年
末
に
は
九
円

七
五
銭
、
十
年
末
に
は
九
円

一
〇
銭
、
十

一
年
末
に
は
人
円
七
五
銭
、
十
二
年
末
に

は
七
円
九
〇
銭
と
低
下
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
下
落
は
必
ず
し
も
大
き
な
も

の
で
は
な

い
。
表
12
は
九
州
炭
塊
炭

と
、
宇
部
炭
の
中
で
も
カ

ロ
リ
ー
が
高
い
五
段
炭
塊
炭
の
ト
ン
あ
た
り
価
格
を
算
出

し
、
大
正
三
年
と
大
正
九
年
そ
れ
ぞ
れ
を

一
〇
〇
と
し
て
指
数
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
そ

の
上
昇
の
幅
は
九
州
炭
に
比
べ
大
き
く
、
下
落
の
幅
は
小
さ
い
。
宇
部
炭
は

基
本
的
に
は
全
国
的
な
炭
価

の
趨
勢
と
同
じ
軌
跡
を
描
き

つ
つ
も
好
況
期
に
強
く
、

不
況
期
に
安
定
し
た
価
格
を
維
持
し
た
の
で
あ

る
。
大
戦
後
の
東
京
な
ど
新
た
な
需

要
地

へ
進
出
は
、
販
路
の
開
拓
の
み
な
ら
ず
、
従
来

の
消
費
地

へ
対
し
て
価
格
の
牽

制
を
行
う
機
能
を
持

つ
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
は
大
戦
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
た
後
も
、

従
来
の
取
引
先
も
含
め
て
、
消
費
地

へ
の
販
売
数
量
は
伸
び
て
い
た

の
で
あ
る
。
価

格
と
販
売
数
量
に
関
し
て
は
、
家
庭
用
炭

の
需

要
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、

宇
部
鉱
業
組
合
と
指
定
問
屋
に
よ
る
販
売
活
動

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

明
治
三
十
年
、
宇
部
地
域
の
炭
鉱
業
者
は
宇

部
鉱
業
組
合
を
組
織
し
た
。
炭
価
の

協
定
、
労
働
条
件
お
よ
び
賃
金
の
申
し
合
わ
せ
、
主
要
材
料
購
入
の
統

一
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
従
来
あ

っ
た
統
制
機
関
で
あ
る
宇
部
共
同
義
会
と
は
、
地
元
有
力
者

で
は
な
く
、
炭
鉱
業
者
を
中
心
と
し
た
組
織
と

い
う
点
で
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
明

治
四
十
年
に
入
り
、
鉱
業
組
合
は
消
費
地
に
出
張
所
と
指
定
問
屋
を
設
け
、
石
炭
販

売
を
組
織
化
し
て
販
売
価
格
の
統

一
や
統
制
、
買
積
か
ら
運
賃
積

へ
の
転
換
、
中
間

利
得
の
除
去
を
行

っ
た
。
指
定
問
屋
に
対
し
て
は
地
域
の
独
占
的
な
販
売
権
を
与
え

る

一
方
、

一
定
の
区
域

(単位:円)表12宇 部炭と九州炭の トン当たり価格

九州炭(門 司)宇部炭

三種二種一 種五段塊(沖 ノ山)

指数

100

56

62

64

55

53

100

78

77

142

187

311

308

172

190

199

169

164

価格

6.70

5.25

5.15

9.50

12.50

20.83

20.65

11.50

12.75

13.30

11.30

11.00

指数

100

52

50

53

51

52

100

90

88

173

231

331

344

179

173

183

176

178

価格

7.80

7.00

6.90

13.50

18.00

25.78

26.80

14.00

13.50

14.25

13.70

13.90

指数

100

58

55

57

54

54

100

98

95

189

243

335

349

201

192

199

187

189

価格

8.45

8.25

8.05

16.00

20.50

28.30

29.50

17.00

16.25

16.80

15.80

16.00

指数

100

69

74

68

61

62

100

94

100

174

274

355

448

308

331

305

273

276

価格

4.96

4.67

4.96

8.61

13。57

17.59

22.22

15.28

16.41

15.11

13。52

13.70

大 正3年

4年

5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

出所:『 宇部時報』、『本邦鉱業の趨勢』。

を
侵
し
た
り
、
炭
種
を

偽
る
不
正
行
為
が
あ

っ

た
場
合
に
は
、
積
込
み

を
謝
絶
し
制
裁
を
加
え

る
な
ど
、
鉱
業
組
合
か

ら
の
監
視
を
行

っ
た
。

そ
し
て
販
売
価
格
の

統
制
を
は
か
る
と
同
時

に
、
市
場
の
動
揺
に
対

し
て
積
極
的
に
介
入
し

た
。
問
屋
に
独
占
的
な

販
売
権
を
与
え
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
手
段
と

し
て
競
合
炭

の
排
除
を

は
か
り
、
市
場
競
争
を

優
位
に
進
め
た
。
こ
れ

は
地
元
回
漕
問
屋
の
組

織
化
の
際
に
も
同
様
の

機
能

を
持

つ
も

の

で

あ

っ
た
。
独
占
権

の
付
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与
は
価
格
だ
け
で
は
な
く
、
鉱
業
組
合
の
問
屋
に
対
す
る
支
配
力
を
強
化
す
る
も
の

で
あ
り
、
不
況
期
に
お
い
て
は
指
定
問
屋
に
対

し
て
責
任
販
売
量
制
度
を
採
用
し
、

石
炭

の
販
売
を
強
制
的
に
行
わ
せ
し
め
た
。
市
場
に
近
い
問
屋
と
の
交
渉
に
よ
り
鉱

業
組
合
は
対
応
を
か
え
て
い
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
鉱
業
組
合
主
導
の
も
と
に
価
格

の
調
整
、
契
約
内
容

の
変
更
を
軸
と
し
て
柔
軟
な
石
炭
販
売
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
鉱
業
組
合
は
、
指
定
問
屋
の
販
売
網
を
各

需
要
地
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
責

任
販
売
量
制
度
も
大
阪
か
ら
他
の
地
域

へ
範
囲

の
拡
大
を
行

っ
た
。
そ
し
て
単
に
範

囲
を
広
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
も
改
善

の
う
え
で
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
問
屋
だ
け
で
は
な
く
、
状
況
に
よ

っ
て
は
鉱
業
組
合
が
独
自
に
販
売

活
動
を
行
う
場
合
も
あ
り
、
大
正
十
二
年
末
か
ら
十
三
年
初
頭
に
は
塩
田
市
場
に
共

同
販
売
制
度
を
し
い
て
、
シ

ェ
ア
の
回
復
に
成
功
し
た
。
大
戦
ブ
ー
ム
が
終
わ
り
、

大
規
模
化
し
た
沖

ノ
山
炭
鉱
は
、
鉱
業
組
合
と
は
独
自
に
東
京

へ
流
通
ル
ー
ト
を
開

拓
し
、
販
売
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
宇
部

の
諸
炭
鉱
に
と

っ
て
、
阪

神
地
方
や
山
陽
地
方
、
あ
る
い
は
上
海
市
場

へ
の
販
売
網
は
鉱
業
組
合
に
よ

っ
て
担

わ
れ
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。
宇
部
炭

田
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
鉱
業
権
者
で
あ
り
な

が
ら
、
地
域
の
歴
史
的
な

つ
な
が
り
に
よ

っ
て
鉱
業
組
合
を
結
成
し
、
生
産
と
販
売

の
調
整
を
行
い
、
集
団
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
取
引
の
円
滑
化
と
継
続
を
行

っ
た

の
で
あ
る
。

そ
し
て
鉱
業
組
合
に
よ
る
市
場
の
掌
握
は
、
大
戦
期
か
ら
戦
後
期
に
お
け
る
宇
部

炭
販
売
を
順
調
な
も
の
に
昇
華
さ
せ
た
。
炭
質

の
特
殊
性
と
地
理
的
な
優
位
性
だ
け

で
は
な
く
、
地
元
炭
鉱
業
者
と
石
炭
問
屋
に
よ
る
市
場
に
対
応
し
た
販
売
活
動

こ
そ

が
、
地
域
内

へ
の
資
金
蓄
積
に
結
び

つ
い
た
の
で
あ
る
。

付
記本

稿
で
使
用
し
た
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
、
宇
部
市
立
図
書
館
、
九
州
大
学
附

属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
、
財
団
法
人
三
井
文
庫
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館

(ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
Ⅱ
)
か
ら
許
可
を
得
た
。
な
お
、
本
稿
は
二
〇
〇

五
年
十
月
に
長
崎
大
学

で
行
わ
れ
た
社
会
経
済
史
学
会
九
州
部
会

で
の
報
告
を
加

筆

・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
・拙
稿

「宇
部
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
会
社
制
度
の
展
開
」
(『
経
営

史
学
』
第
四
〇
巻
第

一
号
、
二
〇
〇
五
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

明
治
期
を
中
心
と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
石
炭
市
場
研
究
を
戦
間
期
に
ま
で
広
げ
、

石
炭
需
要
の
長
期
的
な
変
化
を
全
国
的
視
野
か
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
新

鞍
拓
生

「戦
間
期
日
本
石
炭
鉱
業
の
需
給
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
」
(『
経
済
学
研
究
』

第
六
六
巻
第
五

・
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
)
、
カ
ル
テ
ル
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て

松
尾
純
広

「
日
本
に
お
け
る
石
炭
独
占
組
織
の
成
立
」
(『社
会
経
済
史
学
』
第
五
〇
巻

第
四
号
、

一
九
八
四
年
)
な
ど
が
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
や
市
場
動
向
に
関
す
る
研
究
も

含
め
て
個
別
炭
田
、
個
別
企
業
の
視
点
か
ら
石
炭
市
場
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し

て
、
荻
野
喜
弘

二

九
二
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
石
炭
鉱
業
連
合
会
の
活
動
と
筑
豊

石
炭
鉱
業
」
(『
経
済
学
研
究
』
第
五
九
巻
第
三

・
四
号
、

一
九
九
三
年
)、
新
鞍
拓
生

「麻
生
商
店
の
石
炭
販
売
ー

プ
ー
ル
制
離
脱

・
販
売
自
立
化
期
か
ら
昭
和
石
炭
株
式

会
社
成
立
期
ま
で
」
(『
経
済
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
三
号
、

一
九
九
八
年
)
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

俵
田
明
編

『
宇
部
産
業
史
』
(渡
辺
翁
記
念
文
化
協
会
、
昭
和
二
十
八
年
)
巻
末
編
集

後
記
。

本
稿
で
は
、
基
本
的
に
宇
部
炭
田
で
産
出
さ
れ
る
石
炭
全
般
を

「宇
部
炭
」
と
表
記
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す

る
。

図

表
な

ど
に

関
し

て
は
資

料
表

記
も

あ

り

「
元
山
炭

」
「山

口
炭
」
「長

州
炭

」
と

す

る
も

の
も
あ

る
が
、

そ

の
大
部

分

は
宇
部

炭

田
で
産

出
さ

れ
る

も

の
で
あ

る
。

『
燃

料
協
會

誌

』

一
六
五

号

(
昭
和

十

一
年

)
七

三
五

頁
。

『
燃

料
協
會

誌

』

=

四

号

(
昭
和

七
年
)
二
九

四
頁
。

『
東

京
経

済
雑

誌
』
第
七

九
三

号

(
明
治

二
十

人
年
)
四
九

九
頁
。

俵

田
明

「
宇
部

炭

の
生
産

、
消

費

現

況
並

に
其

の
化

学

的

一
考

察

」

(『
燃
料

協
會

誌
』

一
六

五
号

(昭
和

十

一
年
)
六

八
八
頁

)
。

『
宇

部
時

報
』
大

正
十

二
年

人
月

二
十

六

日
。

以

下
、
『
時
報
』
大

12

・
8

・
26
と
表

記
す

る
。

三
井
物

産
合

名
會

社

門

司
支
店

『
第

三

回

石
炭

協

議
會

議
事

録
』

(明

治
三

十
九

年

四

月
)

一
四

五
頁

(物

産

二
〇

三
、
財

団
法

人

三
井
文

庫
所

蔵
)
。

「
オ
キ

は
木

炭

同
様

に
火

鉢
、

炬
燵

に

も
そ

の
性
能

が
あ

っ
て
木

炭

の
三
倍

の
火

力

で
、

価
格

は
三

分

の

一
に
当

り
誠

に

理
想

的

燃
料

で
あ

る
」

と
さ

れ

る
。

元
永

友

助

「
石
炭

販

売

の
回
顧

」
『
宇

部
興

産

六
十
年

の
歩

み
』
(宇
部

時

報
社
、

一
九

五

六
年
)
六

九

頁
。

一

門
司
鉄

道

局
運
輸

課
編

『
産
物

と
其

の
移

動
』
上
巻

(大

正
十

四
年
)

五
八
七

～
五

八

九
、

六
〇

七
～

六
〇
九

頁
。

・

前

掲
俵

田

「宇
部

炭

の
生
産

、
消

費
現

況
並

に
其

の
化
学

的

一
考
察

」
(『
燃
料
協

会

誌
』

一
六
五
号

(
昭
和
十

一
年

)
六

八
八

頁
)
。

・

戸
島

昭

「宇

部
共

同
義

会

の
創
立

と

そ

の
財

政
」
(『
山

口
県
文

書
館

紀
要

』
第

一
五

号

、

一
九
八

八
年
)
。

・

農

商
務

省

『
鉱
業

条
例

制
定

ノ
理
由
』
(明
治

二
十

五
年

五
月
)
。

一

荻

野
喜

弘

「宇
部

共

同
義
会

に

お
け

る
炭
鉱

業

の
統
制

」
(『
宇

部
地

方
史

研
究

』
第

一
〇
号

、

一
九
八

二
年

)
。

前

掲
拙

稿

「
宇
部

石
炭

鉱
業

に
お

け
る
会

社
制

度

の
展

開
」
。

弓
削
達

勝

『
素
行

渡

辺
祐
策

伝
』
乾

(
昭
和

十

一
年

)

一
九

一
～

一
九
四
頁

。

な

お
大

正
末

年

(大

正
十

三
年

頃

)

に
お

い

て
、

大

阪

の
鉱
業

組

合

出
張

所

で
は

各
炭

鉱

が

二
ヵ

月
交

代

で
販

売
事

務

を

行

っ
て
お

り
、

そ

の
他

に

は
市

況
報

告
、

揚

地

炭
価

の
取

り
決

め

、
指

定

問
屋

へ
の
配
給

、
代

金

回
収

の
義
務

が

あ

っ
た
。

三
隅

順
輔

「宇
部

炭

販
売

の
初
期

」
、

元
永
友

助

「
石
炭
販

売

の
回
顧

」
前

掲

『
宇

部
興
産

六

十

年

の
歩

み
』
五

一
、

六
八
頁

。

前

掲

弓
削

『
素
行

渡

辺
祐
策

伝
』
乾

一
九
五

～

一
九
七

頁
。

な

お
、
大

正

十

四
年

度

に
お

い
て
坂

出

の
石
炭

消
費

高

は
内

海

六

專
売

局

の
合

計

石
炭
消

費

高

一
〇

億

二

八
〇

一
万
斤

中

三
億

一
七
七

三

万

斤

で
、

総

需

要

の
約

三
割

を

消
費

す

る
大

消
費

地

で
あ

っ
た
。

以
上

『
時

報
』
大

15

・
6

・
4
。

前
掲

弓
削

『
素
行

渡

辺
祐
策

伝
』
乾

一
九
七

～

一
九
八

頁
。

三
井

物
産

合
名

會
社

門

司
支

店

『
第

五
回

石
炭
協

議
會

議

事
録
』

(
明
治

四
十

一
年

九

月
)
七
八

～
八

〇
頁

(物
産

二
〇

五
)
。

『
時

報
』
大

10

・
5

・
8
。

〔三

井

物

産

〕
本

店

業

務

課

『
同
業

者

調

(商

品

別
)
』

(大

正

十

四
年

)

一
六

頁R
G
1
3
1
:
 
R
e
c
o
r
d
s
 
o
f
 
t
h
e
 
o
f
f
i
c
e
 
o
f
 
A
l
i
e
n
 
P
r
o
p
e
r
t
y
,
 
E
n
t
r
y
#
7
1
:
 
M
i
t
s
u
i
 
&
 
C
o
m
p
a
n
y

(
S
a
n
 
F
r
a
n
c
i
s
c
o
)
 
 
{
w
w
l
l
 
S
e
i
z
e
d
 
R
e
c
o
r
d
s
}
:
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
L
a
n
g
u
a
g
e
 
R
e
f
e
r
e
n
c
e
 
F
i
l
e
,

B
o
x
1
4
3
5

、

ア

メ
リ

カ

国
立

公

文
書
館

所

蔵
)
。

同

資
料

で
は
宇

部

鉱
業

組

合
を

「営

業

振
至

極
確
實

に
し

て
成
績

稽

々
良

好

」
と
評

価

し
て

い
る
。

『
時

報
』
大

3

・
9

・
25
。

『
時

報
』
大

2

・
5

・
15
、

大

2

・
6

・
15
。

『
時

報
』
大

3

・
12

・
25
。

以

下
記

述

す

る
炭

価

は
、
宇

部

鉱

業
組

合

が

発
表

す

る

一
函

の
値

段

。

一
函

の
容



量

は
普

通

「千

斤
函

」
と

い
わ

れ

て

い
た
が
、

炭
鉱

に
よ

っ
て
は
大

小

・
炭

質

の
軽
重

の
点

で
差

異

が
あ

っ
た
と

さ

れ

る
。

な

お
大

正
六

年
当

時
、

沖

ノ
山

炭

鉱
が

実

際

に

使

用

し

て

い
る
函

の
容

量

は

以
下

の
通
り

で
約

九

〇
〇

斤

前
後

で
あ

り
、
上

等

炭

は

値

段

が
高

く

量

は
少

な

い
傾

向
が

あ

っ
た

。

五
段
塊

炭

八

七

〇
斤

位
、

切

込
炭

九

〇

〇

斤
位

、
粉

炭

人

三
〇

斤

位
、

選

出
炭

九

〇
〇

斤

位
、

大

派
塊

炭

九

四
〇

斤

位
、

切

込

炭

九

八
〇

斤

位
、
粉

炭

九

〇

〇
斤

位
、

二
号
炭

九

〇

〇

斤
位
。

以
上

『
時

報
』

大

6

・
2

・
8
。
1

『
時
報

』
大

4

・
9

・
10
。

『
時

報
』
大

4

・
12

・
15
。

『
時

報
』
大

5

・
10

・
15
、

大

5

・
12

・
15
。

『
時

報
』
大

5

・
11

・
25
。

『
時

報
』
大

6

・
2

・
4
。

宇

部

の
銀
行

業
者

は
炭

鉱

に
対

し

て

一
般
的

に
は
金

融

を

は

か

っ
て

い
な

い
が
、

炭

鉱
経

営
者

は
多

く
が

土

地

の
有
力

者

で
銀

行

に

出
資

す

る
者

が
多

い
関

係

か
ら
、

短

期
信

用
貸

借

が

い
か

ほ
ど

か
有

利

に
行
わ

れ

て

い
た

と

さ

れ

る
。
前

掲

門
司

鉄
道

局

運
輸

課
編

『
産

物
と
其

の
移
動

』
上
巻

(大

正

十
四

年
)

六
三

九
頁
。

『
時

報
』
大

6

・
2

・
18
。

『
時

報
』
大

6

・
2

・
25
。

『
時

報
』
大

6

・
3

・
18
、

大

6

・
4

・
21
。

『
時

報
』
大

6

・
5

・
6
。

『
時

報
』
大

6

・
7

・
22
。

『
時

報
』
大

6

・
6

・
10
。

『
時

報
』
大

6

・
7

・
22
。

『
時

報
』
大

6

・
9

・
2
。

『
時

報
』
大

6

・
8

・
12
、

大

6

・
8

.
19
。

『
時

報
』

大

6

・
11

・
18
、
大

6

・
11

・
25
、

大

6

・
12

・
9
、
大

6

・
12

.
16
、

大

6

・
12

・
23
。

『
時

報
』
大

7

・
1

・
13
、
大

7

・
1

・
25
、
大

7

・
3

・
24
。

『
時

報
』
大

7

・
2

・
3
。

『
時

報
』
大

7

・
3

・
10
。

『
時

報
』

大

7

・
4

・
21
、
大

7

・
5

・
5
、

大

7

・
6

・
23
、
大

7

・
7

・
28
、

大

7

・
8

・
H
。

『
時

報
』
大

7

・
9

・
8
。

〔三
井
物

産
〕

石
炭

部

『
石
炭
會

議

々
事
録

一
般
會

議
』
(大

正
八

年
九

月
)

八
～
九

頁

(
刀
O
お

一
誉
コ

げ
o
×
=
£
)
。

『
時

報
』
大

7

・
10

・
12
。

『
時

報
』
大

8

・
6

・
10
。

前

掲

石
炭
部

『
石
炭

會
議

々
事

録

一
般
會

議
』
(大

正
八
年

九
月
)
九

頁
。

『
時

報
』
大

8

・
6

・
22
、
大

8

・
7

・
23
、
大

8

・
9

・
21
、

大

8

・
9

・
28
。

前

掲
門

司
鉄
道

局
運
輸

課
編

『
産

物

と
其

の
移
動
』
上

巻

(大

正
十

四
年

)
五
二

四

～

五

二
五

頁
。
な

お
同
時

期

の
筑
豊

の
平
均

は
、

大

正

三
年

が

ト

ン
当

た
り

三

円

三

〇
銭

三
厘

に

対

し
、

大

正

八
年

は

=

二
円

一
九

銭

一
厘

に

ま

で
上

昇

し

て

い
る
。
宇

部

は
相

対
的

に
生
産
費

が

安

い
地
域

で
あ

っ
た
。

大

正
八

年
九

月

で

み
れ

ば
、
沖

ノ
山

は

五
段

塊
炭

一

一
円

一
〇
銭

、

切

込
炭

九

円

六

〇

銭
、

粉

炭

七

円

八
〇

銭

で
、

大

派

塊
炭

六

円

五
〇

銭
、

切

込
炭

五

円

三
〇

銭
、

粉

炭

三
円

七

〇
銭

で
あ

る

の
に
対

し
、
陸

上

の
中

小

炭

鉱

で
あ

る
大

畠
炭

鉱

は

五
段

塊

炭

一
〇

円

一
〇

銭
、

切

込
炭

七

円

三
〇

銭
、
粉

炭

六

円

一
五
銭

で
、
大

派

塊
炭

五

円

三

五

銭
、

切

込
炭

四
円

一
〇
銭

、
粉

炭

三
円

で
あ

っ
た
。

以
上

『
時

報
』

大

8

・
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9

・
21

。

『
時

報

』
大

8

・
9

・
28
。

〔三

井

物

産

〕
石

炭

部

『
大

正

八

年

下

半

期

石

炭

部

考

課

状

』

二

六

頁

(刀
Ω
一
ω
一
誉
ゴ

σ
o
×
一
お

α
)
。

『
時

報

』
大

9

・
2

・
29
。

『
時

報

』
大

9

・
2

・
1
。

『
時

報

』
大

9

・
5

・
8
。

『
時

報

』
大

9

・
5

・
16
。

『
時

報

』
大

9

・
5

・
30
。

「大

正

九

年

度

需

給

實

積

表

」
〔三

井

物

産

〕
石

炭

部

長

『
支

店

長
會

議

石

炭

部

報

告

』

(大

正

十

年

六

月

)
(
R
G
1
3
1
#
7
1
b
o
x
1
4
3
7

)
。

詳

し

く

は

、

前

掲

新

鞍

「戦

間

期

日

本

石

炭

鉱

業

の
需

給

構

造

の
変

化

に

つ

い

て
」

を

参

照

さ

れ

た

い
。

『
時

報

』
大

6

・
3

・
4
。

『
時

報

』
大

6

・
9

・
16
。

『
時

報

』
大

6

・
9

・
23
、

大

6

・
10

・
14
。

『
時

報

』
大

6

・
11

・
4
。

『
時

報

』
大

6

・
11

・
11
。

『
時

報

』
大

6

・
10

・
14
、

大

6

・
10

・
28
、

大

6

・
11

・
4

。

『
時

報

』
大

6

・
10

・
14
。

『
時

報

』
大

7

・
6

・
16
。

『
時

報

』
大

7

・
7

・
14
、

大

7

・
7

・
21
。

〔三

井

物

産

〕

石

炭

部

『
石

炭

會

議

議

事

録

常

磐

炭

及

元

山

炭

會

議

(大

日

本
炭
礦

炭

会

議

)
』
(大

正

七

年

九

月

)
(
R
G
1
3
1
#
7
1
b
o
x
1
4
4
1

)
。

『
時

報

』
大

9

・
7

・
4
。

『
時

報

』
大

9

・
7

・
13
。

『
時

報

』
大

9

・
8

・
8
。

『
時

報

』
大

9

・
8

・
8
、

大

9

・
8

・
22
。

『
時

報

』
大

9

・
9

・
5
。

『
時

報

』
大

9

・
10

・
24
。

準

指

定

商

と

は

、

指

定

商

が

受

け

持

つ
組

合

を

更

に

小

分

し

て

、

指

定

商

組

合

の

管

轄

の

も

と

に

統

一
さ

れ

る

石

炭

商

で

あ

っ
た

。

以

上

『
時

報

』
大

11

・
4

・
30

。

『
時

報

』
大

9

・
9

・
12
。

『
時

報

』
大

11

・
4

・
30
。

『
時

報

』
大

10

・
1

・
30
。

『
時

報

』
大

10

・
2

・
13
、

大

10

・
2

・
20

、

大

10

・
3

・
20

。

『
時

報

』
大

10

・
4

・
24
、

大

10

・
5

・
1
。

『
時

報

』
大

10

・
6

・
5
。

『
時

報

』
大

10

・
7

・
3
、

大

10

・
7

・
24
、

大

10

・
7

・
31

。

『
時

報

』
大

10

・
9

・
25
、

大

10

・
10

・
2
。

『
時

報

』
大

10

・
11

・
20
。

『
時

報

』

大

11

・
1

・
1
、

大
1
1

・
2

・
5

。

な

お

三

月

に

は

呉

の

共

進

会

に

も

出

品

し

、

七

月

に

は

優

等

金

杯

を

獲

得

し

て

、

下

関

市

商

業

会

議

所

内

の
陳

列

場

に

も

出

品

の

手

筈

と

な

っ
た

。

大

正

十

三

年

三

月

に

は

京

都

博

覧

会

に

も

出

品

さ

れ

、

鉱

業

組

合

は

宇

部

炭

の
宣

伝

に

努

め

た

。

以

上

『
時

報

』

大

11

・
4

・
2

、

大

11

・
7

・

9

、

大

13

・
2

・
7

。

『
時

報

』
大

11

・
1

・
15

。

『
時

報

』
大

11

・
2

・
12

。

一78一



(
95
)

『
時

報
』

大

11

・
2

・
19
、
大

11

・
4

・
16
。

な
お

六
月

に

は
、
東

京
横

浜

の
石
炭

商

五
〇

名

が
宇

部

の
各
炭

鉱

を

視
察

に
訪

れ

、
坑

内

を
実

見

し
た
。
『
時

報
』

大

11

・

6

・
1
1。

『
時

報

』
大
1
1

・
4

・
30

。

『
時

報

』
大

11

・
3

・
19

、

『
時

報

』
大

11

・
1

・
29

、

『
時

報

』
大

11

・
4

・
16

、

『
時

報

』
大

11

・
5

・
28

。

『
時

報

』
大

11

・
11

・
19

。

『
時

報

』
大

11

・
3

・
12

。

『
時

報

』
大

11

・
4

・
30

。

『
時

報

』
大

11

・
6

・
11

。

『
時

報

』
大

11

・
7

・
23

。

『
時

報

』
大

11

・
8

・
6

、

『
時

報

』
大

11

・
11

・
19
。

『
時

報

』
大

11

・
4

・
16
。

『
時

報

』
大

11

・
9

・
10
。

『
時

報

』
大

12

・
1

・
28
。

『
時

報

』
大

12

・
3

・
18
。

『
時

報

』
大

12

・
11

・
11
。

『
時

報

』
大

12

・
3

・
1
、

『
時

報

』
大

12

・
9

・
30
。

O『
時

報

』
大

12

・
7

・
12
。

『
時

報

』
大

12

・
6

・
17
。

大

11

・

4

・

23

。

大
1
1

・

2

・

12

。

大

11

・

5

・

7

。

大

11

・

9

・
3

。

大

12

・
4

・
19

。

『
時
報

』
大

12

・
7

・
12
。

『
時
報
』
大

12

・
9

・
30
。

『
時
報
』
大

12

・
5

・
10
、
大

12

・
6

・
28
。

『
時
報
』
大

12

・
5

・
20
。

『
時
報
』
大

12

・
7

・
19
。

『
時

報
』
大

12

・
8

・
12
。

『
時

報
』
大

12

・
10

・
4
。

『
時

報
』
大

12

・
11

・
8
。

『
時

報
』
大

12

・
8

・
26
。

『
時

報
』
大

12

・
9

・
9
。

『
時

報
』
大

12

・
11

・
1
。

『
時

報
』
大

12

・
12

・
9
。

『
時

報
』
大

12

・
12

・
20
。

契

約
炭

の
分
量

の
単

位

は

い
ず

れ

も
資

料

表

記

に
基

づ
く

が
、

採
炭

額

と

の
比
較

か
ら
換

算
す

れ
ば

、
箱

11

函

(約

九
〇

〇
～

一
〇
〇

〇
斤

)
で
あ

る
と
考

え
ら

れ

る
。

『
時

報
』

大

13

・
1

・
6
。

『
時

報
』

大

13

・
1

・
10
。

そ

の
他

の
議

題
と

し

て
は
、

東
播

元
山

石
炭

株
式

会

社

よ
り
申

請

さ

れ
た

指
定

区
域

変
更

の
件

(組
合

各

炭
鉱

炭

代
金

掛

金

を
全

て
決

済

の

上
、
指

定

区
域
を

変
更

し
社

員

を
除

名
)
、

各
船

主
組

合
代

表
者

よ

り
申

し
出

の
運

賃

値
上
げ

の
件

(組
合

よ

り

出
張

員

を
若

松

方

面

に
派
遣

し
調
査

を

行

っ
た
後
、

再

会

議

の
上

決
定

)
、
神

戸

元
山
合

資
会

社

の
渡

方
立

会
費

の
値

上
げ

の
件

(大

正

十
三

年

一
月
分

よ
り

一
万

斤
に

つ
き

三
〇
銭

か
ら

四
〇
銭

へ
値
上
げ

)
な

ど

が
決
議

さ

れ
た
。

『
時
報

』
大

13

・
7

・
6
。

『
時
報

』
大

13

・
1

・
13
。
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『
時

報
』
大

13

・
2

・
14
、

大

13

・
2

・
21
。

『
時

報
』
大

13

・
3

・
6
。

『
時

報
』
大

13

・
7

・
6
。

大

正
十

三

年

に

お

い
て
、
沖

ノ
山
東

京

出

張

所

に
五

月
中

の
入
炭

数

量

は

二
七

九

八
ト

ン
で
、

一
九

五

八
ト

ン
が
塊

炭

(
二
五

〇
ト

ン
は
横

浜
卸

)
で
八
四

〇
ト

ン
が

切

込
炭

で
あ

り
、

六
月

中

に

入
炭

す

る
予
定

数

量

は

約

三
五

〇
〇

ト

ン
で
、

二
〇

〇

〇

ト

ン
が

塊
炭

、

一
五
〇

〇
ト

ン
が

切

込
炭

で
あ

っ
た
。
な

お

六

月

に
お

け

る
東

京

の

沖

ノ
山

五
段

相

場

は
大

川

端
渡

し

一
万
斤

塊

=
二
五

円
、

切

一
二
五

円
、
粉

八
〇

円

で
、

撫
順

炭

は
塊

一
〇

八
円

、
切

一
〇

三

円
、
粉

九

八
円

で
あ

り
、

宇
部

炭

は
塊
炭

、

切

込
炭

市

場

で
輸

入
炭

よ

り
市
価

は
高

か

っ
た
。

以
上

『
時

報
』
大

正

13

・
6

・
15
。

『
時

報
』
大

13

・
3

・
27
。

『
時

報
』
大

13

・
4

・
13
。

『
時

報
』
大

13

・
6

・
1
、
大

13

・
7

・
17
。

『
時

報
』
大

13

・
8

・
10
。

『
時

報

』
大

13

・
8

・
14
、
大

13

・
8

・
21
。

『
時

報

』
大

13

・
9

・
28
。

な

お
十
州

塩

田

に
お
け

る
過

去

四
年

間

の
石
炭

需

要
額

は

、
平

均

一
〇

億

五

八
六

八

万

一
〇

〇
〇

斤

で
、

そ

の
う

ち
宇

部

炭

が
六

億

二

六

二

三

万

八
〇

〇

〇
斤

、
九

州
炭

が

四

億

三

二
三

三

万
三

〇
〇

〇

斤

で
、
宇

部

炭

は
約

六

割

を
占

め

て
い
た

と
さ

れ
る
。

『
時
報

』
大

13

・
11

・
23
、
大

13

・
12

・
18
。

『
時
報

』
大

13

・
11

・
27
。

『
時
報

』
大

14

・
3

・
8
。
大

14

・
3

・
18
。

『
時
報

』
大

14

・
3

・
10
。

『
時
報

』
大

14

・
6

・
22
、
大

14

・
6

・
26
。

な

お
、
沖

ノ

山

で

販

売

係

を

つ
と

め

て

い
た

上

田
十

一
氏

は

「
販
売

戦

と

い

え

ば

…

九
州
や
常
磐
と
の
戦
で
は
な
く
、
実
は
宇
部
内
の
競
争
、
即
ち
沖
ノ
山
と
東

見
初

の
販

売
戦

で
あ

り
、
さ

ら

に
掘

り

下
げ

れ

ば
沖

ノ
山
内

輪

の
問

屋
同
志

の
争

で

自

分
が

自

分

の
競
争

相

手

に
な

っ
て

い
た

よ

う
な

も

の
だ

っ
た
。

け

れ
ど

も

そ

の
販

売
戦

に

よ

っ
て
、

宇
部
炭

の
販
売

路

開
拓

に

は
大

い
に
役

立

っ
た

の

で
も
あ

る
。
」

と

述

べ

て
い
る
。

上

田
十

一

「
石
炭

販
売

の
競
争

時
代

」
前

掲

『
宇
部

興
産

六

十
年

の
歩

み
』
六
六

頁
。

『
時
報

』
大

14

・
7

・
18
。

『
時
報

』
大

14

・
8

・
18
。

『
時
報

』
大

14

・
8

・
16
。

『
時
報

』
大

14

・
10

・
26
。

『
時
報

』
大

14

・
10

・
28
。

奥

中
孝

三
編

『
石
炭
礦

業
聯

合
會
創

立
拾

五
年
誌
』
(昭
和

十

一
年
)
二
七

頁
。

『
時
報

』
大

14

・
11

・
6
。

『
時
報

』
大

14

・
11

・
1
、
大

14

・
11

・
16
。

農

商
務

省

『
本
邦

鉱
業

の
趨

勢
』
大

正

十
五

昭
和

元
年
度

版

二
六

二
頁
。

ト

ン

へ
の
換

算

は

一
万
斤

を

六
ト

ン
と

し
、

宇

部
炭

に
関

し

て
は

鉱
業

組
合

が

発

表

す

る

一
函

の
建

値

を

一
函

九

〇
〇

斤

で
計

算

し
た
。

一
函

の
容

積

で
あ

る

一
〇

〇

〇

斤

で
換

算

す

る
方

法
を

取

ら
な

か

っ
た

の
は
、

表

9

で
示

し
た

安

治
川

に
お
け

る

石
炭
価

格

と

比
較

す

る
と

一
〇

〇
〇

斤

の
換

算

で

は
や

や
低

く
、

脚

注

29

で
述

べ
た

よ
う

に
、
実

質

的

な
容

量

と
さ

れ

る
九

〇

〇

斤
程

度

の
値

が
妥

当

の
よ
う

に
考

え

ら

れ
る

か
ら

で
あ
る
。

『
東

京

に
於
け

る
小
費

石
炭

の
調
査
』
(石
炭

鉱
業

連
合
会

、
大

正

十
四
年

)
(労
謙

洞

文
庫

三
二

五
九
、

九
州

大
学

附
属

図
書
館

付

設
記
録

資
料

館
所

蔵
)

に
よ

れ
ば

、
大

川

端
渡

一
ト

ン

に
お
け

る

宇
部

元
山
炭

の
価
格

は
粉
炭

の
価

格

こ
そ
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低

い
も

の
の
、
塊
炭

の
価

格

は
大

正
十

四

年
度

に
お

い

て
九
州

一
等
塊

炭

、
北

海
道

一
等
塊

炭

を

し

の
ぐ
価

格

で
あ

る
。

な

お

一
函

一
〇

〇
〇

斤

で
換

算

し
た

場
合

、
大

正
十
年

～

十

二
年

を
除

き

九
州

三

種
炭

よ

り

も
価

格

は
安

く
な

る
。

い
ず

れ

の
方

法

を

取

る

に
し

て
も

、
九

州
炭

に
比

べ
上

昇

の
幅

は

大

き
く

下
落

の
幅

は
小

さ

い
。
な

お
、

『
宇

部
市
勢

要
覧

』
(大

正
十

二
年
度

)

三
七
頁

に

よ
れ
ば

、
大

正
十

二
年

に
お

い

て
宇
部

で
産

出
さ

れ

る

石
炭
総

計

一
二
〇

万

一
四
一
一

ト

ン
中

五

段
炭

は

六
七

万

七

七

六
三

ト

ン

(五

六
%
)
、
大

派
炭

は

五
〇

万
三
六

四
八

ト

ン

(四

四
%
)

で
あ

っ
た

。

大

派
炭

の
絶

対
価

格

は
安

い
が
、
市

場

条
件

も

あ

り

下
落
幅

は
五

段
炭

よ

り
さ

ら

に

小

さ

い
。
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